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f EL し て 行 は れ て ゐる 結 品 構造 の 解析 法 で は BDLAAF OBS} 
FBO EOC SHOU ED Thar, それ を 基礎 と し て 種々 な 方 法 
CANOE PVE ELES DCH Sc Minne MEAT D wo CT idkar el 
cle wmeBRE Ce LOPEALE で な か つた が 既に 
か する 簡 寧 な 化合 物 で 構造 未知 の も の は 殆 ん ど な く , STR FIRS Ade 
Ze MEETS IE Ze <§ Be ABO TL KOK. “AEA Fedorov や Schoeriflies 
に よっ つて 230 群 が 導 來 さ れ て か ら , Niggli や Wyckoff Serf 的 記述 を 
MC, BIC ZD X MURR IC LOTHRE SHAE BEL, 現今 で は 
その 決定 は 全く 機械 的 に 行 は れ 得 る や うぅ うに な つた (最近 に は 結 品 形態 か ら 
る も 或 場合 に 区 を 導き 得る こと が 示さ れ た )。 

し か し X 線 デー タ を 利用 し て 宏 間 群 を 決定 する 方 法 は すべ て の 場合 に 


\ 
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ァ FVAFAVIIALTIS EDCHOSADE IDA-ARBR TAU 5 
ぬ と 思ふ 。 従来 も 容 間 群 の 命ずる 所 に , 局部 的 に 背 反 する や うぅ うな 構造 が 物 
理 的 に 導き 出さ れ た 場合 に は , UE (physics) vo faf(geometry) wT 
St UCAMMOMBO BES NEIL ALEHOKD UPI MS Gtr 
BMA iam & AGN TTRIC BE UC SAU k ROT RRC TRA ERS 
EDLRDACHH Io 


» 


1 REAROREE BHT 

GOI LVS Oda Gh (hid CHHOMR CHOOT その 規模 は 肉眼 
で 直ちに それ と 識別 され る も の か ら 題 微 鏡 的 な も の に 到 る 迄 , 種々 の 段階 
が ある こと は 周知 の こと で ある が , 一 つの 双 卓 の 各個 骨 の 界面 に Pure 
これ は 全く 原子 的 な 現象 で ある こと は , 種々 な 結 曲 に それ ぞ ざれ 特有 の 一 定 
OD 88 fT LV EEK FES DD SIL CUD’ CHS. Whht HLH 
(BIE SAE) ORD SERRE UH OMS CH SD EAB O MRR O 
ある 段階 (最初 に こつ 或 ひ は それ 以上 の 結晶 の 芽 が 生ずる こと を 含む ) に 
於 いて , COMM TES S BEIT AIID HYBOT OILAEF SLBRG 
AEN CHSo -OOPA Dip MWA 2H C THE CHIME HABA UC 
PER RDAS. EACH SMH L KO, PREC ZTE 所 調 繰 返 
し 双 上 品 と な る の で ある 。 MARDI FHLR Cd D2 OKI ORB IDM 
唱 の 一 丹 が 原子 現象 に 比 庁 され る や うな 小さ い 規 模 に 於 て も 行 は れ 得る 。 
云い か へ る と , 双 上 唱 繰 返し の 頻度 は 非常 に 大 に な め り 得る わけ で ある 。 こ の 
や うに し て 結 曲 の 嘆 位 季子 を 双 上 品 の 一 方 と する 如き 双 上 品 が 存在 し 得る 可能 
性 が ある で あら うこ と は 容易 に 類推 され る 。 事 宮 , 寧 位 格 子 よ め 更に 小 な 
} hi ORR FHE Ze A  & UCHR ACT & 75 FT PID LIK SUT OAD CHA 
SD 6 BMBF ORAL GEC A SHO Claw < GVESR OL LBAG 
MZ0OTHSe LOULTAHHOBRT SFT OMI HALE F< ASA 
され る か ら , MAMA FAS & SMART IBS Be ok iL MBSR LHELT hue 


oh ? BI, NR ye 本 155C3) 


あら う 。 COMA AT LUBED BL UTS, TOMALIL-IE 6 230K 
DCA OD 5 HEAD EI Fam O ts ES LATE BEE 2 INN B WHE} ze yr 
Ds BAD X GRATE (BILMWO DE) CABMED DIES 4 OlL—O— DOR 
WRF CULE Ss COMBORA CH SD Gs BANFF DH HAY CTIA PEI 
@ EMMA LS LC MEL EBYICRROKM Bem were 
LMARCH bo LD. SHSORMD SLT SA & HH SST 
ROL FOR AICI S LID 6 REL, BBNDRE 2m » % 優 定 か ら 
Hee L Mim OA CHL LP 5 ETRE, BAABRICIGS CL DECH 


Bo 


2 REMBROGEO RGAE 

WAM D ABMES & LOS 6 CIAEBOM SHERAD 6 LAE RES Hy 
S*Bir, ZILE FD UT & BRAM B S tre § TAG Wo 

CONS OV CORMOD BUWLIL EK OE CAI OLRA BEA ICES BF 
MURCEBW SR Ch. WZORBMMRIYS Lb DUMICE 
般 了 的 に 有利 と 云 へ な い が , BOTH IL RRB O ISDE EME L LD 
BLEW A PEIL AIP RO AVEO L, 現在 の 通 府 が 決定 的 の も の で 
ne 9 IIE TF CHOK 

SO BAZ IS, BHA b PBDI OBR aR Lite Strunz 並び に 
Waldbauer 8) 等 の 研究 で ある 。 こ れ ら の 研究 は 守 (= PHO PRR: BO 
結晶 軸 の 相互 の 開 係 を 論ずる に 止ま 9, 座間 群 の 開 係 に 迄 及 ん で る ゐ ない が かわ 
若 し 雨 者 , 特に 後者 の 褒 く 如く BY I RE © ELA FIL te 
ば , ここ に 筆者 の いふ 双 上 品 容 間 群 が 我 等 の 服 前 に 横 は る の で ある 。 


1) Ito, T., Z. Kristallogr. 90 (1935) 151~162. こと ヽ に Twinned space group m7 
Ail DS Hei 3D CT PEPE ALE 6 

2) Strunz, H., Z. Kristallogr. 99 (1935), 402. 

3) Waldbauer, L. and Mc Cann, D. C., Amer, Miner. 99 (1935) 106. 
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SORBNR LEE C Dee ae 
Gm RE が Warren の X 線 硬 究 の 結果 三 多 叫 系 に 局 す る と きれ た 。 
し か し Bowen [£2 |i 882A, ERA OD 6} OL =F Clk CLHE Zs FH 
PMreHA 6 © L BING LID, 片山 信夫 , 中 本 明 FS ASR = BEE 
Sek bees し , HABWO MPEERBOF— 4 ICKOTCORE LH 
WE(Z AR し , BR RIEEIR DKA MIREAES B ZL veligas し , 筆者 も vt 
me Vice 炊い で Peacock na i ee の 存在 を 確立 
Lie ‘Barnick は 更に 進ん で Eitel と 共に こ ier ee BO BAAS Fh =F 
WARE FOR HSE LCTHSM<S RAB fe BOBS LIAS Mii 
BOB Li SRE の 開 係 に 留 り め : AMARC RR ん で ゐ な い が , こ 
22% MAMTO—-OBWCHAS © LRBUORWELCACTHH Io 
AU) AMA LR RAT (Eudidymite, HNaBeSisO。) の 構造 で あ 
So RH CHA (Epididymite, HNaBeSi 。O。) の 結 品 構造 を 研究 し て 
その 大 綱 を 得 , 更に この 両者 の 開 係 に 及び , 後者 は 前 者 の 中 位 格子 内 部 の 
双 品 と も る 云 ふ ざき も の も の で な いか と 提言 し た が , 最近 の 穫 者 の 研究 の 結 
5 RE HM TOSDS LDS MMB CILE YS LOH WISI SBOK. Z 
HUE L ¢ ERNE LIME SHED, SLOAMBIUENS CAE 
BAO) ALIA ISR R AR Cla S SHR RC BL, COZ RRA DS 
MARE 7% TH STO IIB LAM, HERES RRC BS A} an < 
見 える の で ある 。 こ の 闘 係 は 上 記 三 例 ODS L320, 塁 位 季 子 の 研究 の み 


1) Warren, B. E. and Biscoe, J., Z. Kristallogr., 80 (1931) 400, 
2) Bowen. N, L., J. Washington Acad, Sc. 93 (1933) 90. 

3) HABER —AR (1935), 183~196, 

4) 同上 外 園 版 p. iii. 

5) Peacock, M. A., Am, J. Sci., 30 (1935) 495~529, 

6) Barnick, M., Naturwissenschaften, 23 (1935), 770+ 

7) Ito, T., Z. Kristallogr., 88 (1934) 142~149 

8) Ito, T., Proc Imp. Acad ,9 (1933). 528. 
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か ら は 得 ら れず , 結晶 構造 を 解析 し て 見 て 始め て CAI IZ UT) BIB し 
た の で ある が , Ll < MAMROKRHLO—B ME CHS LES SLOG 
Dos 


3 R2H HOR 理 

HHO RE ¢ MATMTFOMBIA E DICH SCH ID o AE AIBREIC IAS 
V>CKan LHS StS, CHeBLET AMAT WAN ez Oo 便宜 的 
WIEVMBWo LEM Ans SH, WHOA % ty Bt L RGA 
(=H Sy CL80° pay LIE DL EKRS tr, RMBS IA MGO—-LD Me 
ORNRLEG AS LRDWS. WG, WHO 一 方 か 他方 に 対し この 
HO & ik O (180° L72 BOE Str それ に て 訟 明 さ れ ぬ 場合 は 複合 操 
VEAL, BAMGt UTHSo (Friedel (£:Z(c J L 60°, 90°, 120° M 
HOEY 22 BD CT Ze PI Lo UD UNM im, 双 卓 の 起 原 に これ ら の 操作 が 
あつ た わけ で は な さく, COM MMS RUIN DAMA D Ai OMEP HC dh S 
tose 2 FE し , Dds OVZ RS Ze FS ff LY (= TERE (= SARE (A TS 
—DOAECH ZILjFHWOOCHS 5 MOR COWIE KE OF IT 
例 べ は 結 品 軸 の 相互 開 係 を 示す 角度 表 で 示し て も 等 し く 合理 的 で あつ て , 
ELEC ava (= ake Lae k S Mes aK FA SALT H60CHS (方 
解 石 や 右 英 の 交叉 双 卓 が その 例 で ある )。 

双 品 形態 の 記載 の この 便宜 的 性質 に 反し , MUR hike t UT 支配 する 
も の は , MHOMRFWBRCHAS & oS SVR BME UT, 容 間 群 の 法則 で な 
(F2UEEG Wo WAAL OMAILAO AMF TS So 

1 AMAR MAM BCMAY LD ABOVE CO ILBEO BS) hE 

間 君 論 に 於 いて は 許容 され る 操作 で ある こと 。 
2 AM WATCHER LD SBOE ( 或 は 詩 笑 の 要素 ) は 原 
容 間 群 に 矛盾 せ ぬ こと 。 
双 宏 間 群 は 寧 に 訟 間 群 を 連結 し て 生じ , も と の BALD HIT OCH 
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BRED Se EN ee 
動か すこ と は 出来 な い 。 す な は もち 結 品 の CRE, 週 期 性 は 維持 され ね ば 
な ら ぬ 。 従 つて 座間 群 を 双 宏 間 和 格子 に 連結 する 操作 は この 本 質 を 持 績 する 
如き も の で な けれ ば な ら ぬ か ら , 以上 の 如き 制限 が 生ずる の で ある 。 

これ に つい で 更に 次 の 営 然 Ctrivial) OPED MN B20 G0 

3 S/H) Pie DUST iS Lb B PYHPOPR TE ( 或 は 詩 笑 の 要素 ) は 原 

宏 間 群 に 存する それ に isomorphous 1) % OCHOA 5 Wo 

これ は た と へ ば は 原 容 間 群 に 二 回 届 杉 策 が ある と き , それ と 同一 方 向 に こ 
[in] A AINA HS EBA AW OUD im, HEM Hh BS Avo © & eH 
KFSo LHMOLBS WES, TC CLPMC HA SBS, cart PTT 
FOL BIH BINS S I EMEA Uro Caulk merohedry EEC TEM 
の こと で , 形態 の 方 面 で た と へ ば すでに 装 笑 面 の ある 結晶 に I-A) (Bh 
AE I~ TT も 双 上 品 は 生 ぜ すず, TCP AEDS CLICHE FT SOC 
DOs 


4 WARRESMBOLE Cela] a,b, HRUlBla, b) 

DS UCAHPIEKILS ZO CHOD, BBA hot MAS Bo 
に つい て 普通 の 座間 群 と 比較 し て 見 や ぅ 。 

BR ih CMMI BS S APL 6 ヶ あ り , すべ て BMT E ZS 
SBM ROME LOMAE CHAS, BHD LH MCHA SBS & HOw TG 
で ある 場合 と あり , LAAN Hh e EMU Cob oF SITE 6 
ヶ と な る 。 今 その うち Cn LIES 2.5 AMPA MASS SD WAM IES 
に は Ci (BHPDOAD 5 26S [RAR OTN CSB LC ATT IH 
PM SUIMS AS KWOOCHSo 

一 般 的 の 場合 は す な は ち 三 妊 唱 系 の 容 間 笑子 の 角 恒 敷 が @ Br CH 
BD, PBA SHR ICT StH に その うち の <@ 或 ひ は > が 90? CHS 
場合 て これ は 和 架 容 の (ECL <, 結 品 に は 利 際 その 例 が 多い , HIB Ze 
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(b) 


補間 群 ・(b) は (a) と 近似 する 


7 FMI ERT) 


Dt 
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ど は 一 例 で ある ) を と る と, Bella LHwMlslaeL2OCHS. PSisla 
は Ci CATAL, SACI a it Ci ic HAD RM S AUT WARES Ch に 
JENS & HTL he, 後者 に 反射 面 が 不足 し て ゐる , BAG a OAT 
J 群 の 和 格子 で は 1=90°, 第 武 園 a み の そ れ で は gz=90? と し て ある 。 BEE bd, 
第 款 園 b は それ ぞ れ これ ら の 双 宏 間 群 に 相 族 する 容 間 群 C 品 で あつ て , そ 
の 相 邊 は 自ら 明らか で あら う 5 。 

5406 OM TED UR ITEC A SS HO BYR IAKO IO CHS 


Triclinic Monoclinic 
See esim a a の 場合 [1009 F100) 
COLO) CO“%0) 
C001) COOL) 
BAe] a の 場合 C1005 (100 
COLO} C100) 
C001) (00% J 


CMLEOT COs CHAMST SBD) SRR BARK 53156 
D< UCH SATIRE CB RB ER) & RSTTE Con OFMEIL, 前 
MOM <, WT CLAP Hoe ROY TOS ICE CH SD, BieK 
& 7 WRF & UTI UT: 場合 , Wie Ce BATE OB << O 
SAPD PHOTHS TECHS FUELS AL LCA CH HRD SY 
な い の で ある が , ImMBYIIIAZ § OF HeREESDCHS. LOLLEK 

AZZ WT ARIE 6 b EATS B 現れ る の で あつ て , Zaha 
WEE BS SS3RCHS 0 

DEI EI te MATEO BI lk hii od CHR LOCH DDS MWD Biers 双 
ASHE GC 4 Z el 6 REE ROA CC, 我々 は 230 O28hh] HF-O— 

CMS 5 WAMTEL MIO ES LS DU CH SACHEM LT 
= OD RPE BUM BRS OGRA VLHOT HAAS )o 


5 REMROXRIF—SoKsis 


本 162010) a 74i Ti Th OK ig, 210 


NAMPULABE NIE MIBEC db SG, WRB IEE t EOD ASS 
な いで あら う 。 例 へ ば 前 記 の Can (MBS S BUSH VORICIAT & 
RQ Cin FEC 4 ZRBC MAT SL Con FEL 7 O MO MB BROOCH 
る 。 双 座間 群 を 見 出す の は どう し て も XX 線 デ ー タ に よら ね ば な ら ぬ 。 BF 
LOT Con SINATIEEL FORMA Vi に 相 党 する ) の X 線 デ ー タ を 
理論 的 に 導き 穫 験 の 結果 と 比較 し た 。 上 記 の 例 に 探 つ た 簡 党 な 場合 で る 同 
様 の こと が 一 大人 簡 軍 に 行 ひ 得る 。 こ ヽ ゝ で は 一 々 その 計 募 の 結果 に 立ち 入ら 
ぬ が , 双 容 間 辞 の 導 來 と その X 線 の 手 掛 り の 系 統 的 記述 は 甚だ 重要 な こと 
Choo EK SiERT SA IAW STTO TE ELIS X 線 反射 の 消失 (Hele te 
fE) F— 4 CHT STUER BD S21 O)O ACHE HAVE ST 7s 
(Lb MAME L AMFED—O FiO 2HOBRD HAS. tChHS0 FO 
や うぅ な 場合 に は 構造 解析 の 終了 の 後に 始め て いづ つづれ で ある か ヾ 和 制 明 する で 
A670 

いづ れ に せよ ょ , WAX 線 反 射 の 消失 ( 夏 は 存在 〉 OBI 2 Abe Ci, それ 
Ze HHFO Xe LBNL, ASR BVE TS B E> SAR OA UL LATTE 
DAE EOTH ES Lb IE StS THETCEOI EBDODAOT 
ある ぁ る 。 そ の 方 法 そ の も の に 誤り が ある と いふ の で は 決し て な い 。 それ を 適 
用 する 際 に 一 座 , 双 宏 間 艇 の 存在 と いふ こと を 参 慮 せ ぬ と MABE hak 
AER 6 AWAKE A OO 牙 る 場合 に は 重大 な 過誤 PEDSHNDHS¢ 
筆者 は 主張 する の で ある 。 (昭和 十 三 年 九 月 束 京 科大 鐘 物 皿 教 室 ) 
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Apt 3 (di 58K) MT RAGES RRS SAY AA PILL EDS 
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言 は れ て 居る が , 余 等 自身 で 控 集 し た も の で な く , 地方 民 が 控 集 し 置き た る 
も の を 購入 し た も の で , ME 2~3em の 大 唱 約 20 個 の 中 か ら 良 好 の も の を 
握 出 し て 視 験 に 供し た 。 こ れ 等 の 多 敷 の 結晶 は 外 挫 的 性 質 が 同じ で あつ て 
_ 赤 味 を 帯び , WO AED THER 28 OC & SF EILABIZ MAW Str 
Ze NEEDED OLR HE LAS PREG BE AE TM MED & OVE 
SUSLIE-C HOO & OLR IARIEC A BL Hho BE URBAN 6 O 0 itil 
HTH 2 ES & ARS EAS B BRIS 2S O PEO DEH RME < Ze So WIC ARE 
eine > & OS Hi PHOBK UL OMMOECH ARCH. WURMARON 
MAO pegmatite の 控 掘 は 目下 全く 中 止 さ れ 居 る の で この 開 係 を 周明 
する こと は 今 は 困難 で ある 。 但し 外観 で 認め られ る 石英 及び 長石 の 包 裏 物 
を 有する 結 醒 に 出 味 の 外観 を 果す る は 注意 に 値する と 思ふ 。 

右 川 両 地 域 に 於 ける pegmatite MUMIA OBA ME T Ik BEE O 
KRBA DIVE & A 2ITO TNE 5250 筆者 の 一 人 も 同氏 の 楽 内 で 極め 
CAS AM eR UTD, 詳細 は KARA D HUM S205 0 LIKOTH 
OD SRO IRL GRAT bee 


HMB OMNRROBE 
PUNE 1915 年 W. EE. Ford’? (ffl CB UAH 8 HOSE ASN ie Ce BE 
BeLto AMES O 2346 を 経過 せる 今日 に 於 て も, 橋 樹 石 の 研究 に 従事 する 
ADIL DIMI SS BRK CH Bo MiMWZCOWME AKOTA Bo 
Hill AO (kb Baksh は 基本 式 3 RO-R,O3-3 RO, CHS HB» 7K FEM OH 
BEM Mg sAlsSi sO (pyrope=Py), IRYEH HA CagAl,Sig Oj (gros- 
sularite=Gr), Si¥tHii Mng Al, Sis Ow (spessartite=Sp), BUA A 
Fe, Al,SizO,, (almandite= Alm), JRERHI A CazFe,SizO.. Candradite= 
And), JK 7 2 LHR CagCr,Siz0. Cuvarovite=Uv) Osaka 


1) W. E, Ford, Am, Journ. Sci., Vol, 40, No. 235, 1916, 
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& ORO, FUR ILA IIR A OMA ROBE に よ つ て ある 限界 limits) を 
Ht SBSLINESLEDL HD. MUTHRMEADLKBLEA RO UO 
PEPE BUMS fe ALLA EAS OURS 6 & < Oy EHH Ht AL LEME 
に 算出 する こと が 出来 る か ら , CTA ROW MS & MM eR 
知 す る こと が 出来 る 場合 が 多い と 言 ふ の で ある 。 

上 記 の 如く Ford の 研究 で は , Hi AOMAMK AR SRO-R203-3RO2 
で ある と & 推 定 し て 化 由 成 分 と 物理 性 質 と の 開 係 を 求め みた の で ある J 人 然 々 ご 
WESIEO) X 線 の 研究 で は , d SMT) Isomorphous replacement は 必ず し 
も 同 信 元 素 間 に の み 行 は る ゝ も の で は な くさく , 牛 信 元素 の 間 に も 行 は れる 8 
例 へ ば 角 関 石 " の Al は Si を 置換 し 得る が 如き で ある 。 若 し この 置換 現 
ADM PILZ HSEGAL> 上 に 有 輝 べ た Ford の 茶 林 式 に 庄 する 観念 
と は 相 容 れ ざ る 間隙 が 生ずる と 言 は ね ば な ら ぬ 。 

この 問題 に 詩 し て は 既に A.R. Alderman (1935)”? 及び M. Fleischer 
(1987) が , 異な つた 立場 か 6 ら 検討 を 試み 異な つた 結論 に 達し て 居る 8 
Alderman に 従 ふ と , 彼 が 研究 し た Botallack OBA D kK) 9196 の 鐵 
BMAD FeLRAS S も の で ある な みな, 其 分 子 式 の 上 比 は 3:1:8 と な ら す 
tc 2.76:1:2.76 £450 SLL Al DB Si RU Fe’ SBMIAZLOE 
すれ ば , - 上 記 理 論 的 比率 8:12:38 LAS EAB THE ERM LT 
居る 。 獲 彼 の 研究 し た MMA OMIA BWC 1-8084 0-002 で , 比重 は 
4:22 で ある ぁ る, 然るに Ford の 奥 へ た 方 法 で 計算 す る と 屈折 率 は 約 1.82, I 
Bik 4250 2% 0, 基 間 に 相 常 の 差異 が あつ て , 両者 が 一 致す る と 言い 難 
いと 論じ て 居る 。 

Alderman は Ford (= JX¥} 7% 4 CH} L Fleischer (tf AXE CH So 
即ち Al が Si RO Fe” ze Hie LIBS & AMEE OAmD FAT PECH 


1) Cf. Warren, Z, X., Vol. 72, p. 498, 1930. 
2) A. R, Alderman, Min. Mag., Vol. 24, pp 42—48, 1935 
3) M. Fleischer, Am. Min., Vol. 22, pp. 751—759, 1937. 
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る が , ME LIM A S MEMES LT & この 置換 が 起り 得る と 言 ふ 理論 的 根 拓 
が ある 謀 で は な い 。 URW ILG SS BOUMBD HAUT 究 し て 見 る 
と , か く の 如 き 置 換 が 廣 く 行 は る と 言 ふ こと に 光明 を 穫 へ る や うぅ う で ある 。 
Ds BU SUB ROWAOMAD 6 ME OMB IL 3:1:3 Olt 
に 非常 に 近い が , 然 ら ざる も の で も 僅 に 制限 され た 範囲 内 で 差異 を 生ずる 
の み で ある 。 且つ これ 等 の 差異 を あ 生 ずる 分 株 は , 殊 に TiO。 の 相 営 量 を 
有する も の か , 或 は 殊 に FeO に 富む も の で ある 。TiO』 を 含有 す SH 
BBV Tid, 其 取 扱 ひ 方 に 就 て 今日 猫 問 問 の 存する も の が ある か ら Hc 
論議 を 避け る が , FeO に 富む や も の で は 一 般 に R20。 が 理論 式 よ り 多 い の 
で ある か ら , 一 方 で は Al が Si を 置換 する 乱 と 訟 明 し 得る が , 叉 他方 で は 
FeO を 分 析 上 正座 に 求め 難い EAL LI BRL SDS YRS & Ford 
の 計算 方 法 は 正しい の で は な いか と Fleischer は 論じ て 居る の で ある 。 

猫 Fleischer は 1915 VDREBRStvK 57 OBR IC iV T, Ford 
t ROWE CHMABOHS 21ITOTILSA ¢, ARUP t ON BY 
750 BWO-Ke Bt. Hale ge A Mba Lt ap rik 1915 年 以来 85 に 達し , 
CAVE O ate & AM ORE UT SLED OL より 多い の は 9 の 
場合 あぁ る の み で , 残り の 16 の 分 析 で は 午 均 の 差異 が 0:.026 て (プラス 及び マ 
ィ {ナチス を 参 慮 せ ず に ) で , 若 し 代 敷 的 に 加算 する と AER ESE 
の 間 に 一 致 を 見 た の で ある 。 但し Fleischer (£Je AI asik BH Ford の 
MA ti PA LD, 比重 は な Almandite は 4.325 Andradite は 3-835 と 
LFord の 信 よ 0 高い 方 が 良 結果 を 得る と 言 ふ て 居る 。 要する に Fleischer 
は Ford の 方 法 で 1915 ELOY (LET 4 Bini 4S CLD ARS 
EBalie do 

基本 成分 Py, Sp, Alm, Gr 及び And の 相互 溶融 開 係 に 就 い て Boeke”? 
Ds 1914 年 に 局 限 溶融 の 存在 を 論 逃 し 叉 1915 年 に Vord OF UK = sala 
大 に る も 相 営 に 能 く 現 は れ て 居る 。 Bb Gr &And, py & Alm, Sp & Alm, 

1) F. Boeke, Z X., p. 149, 1914. 
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Py 2 Alm の 各 二 成分 は 完全 溶融 を 早 す る が , Gr+And (c<¥bL Py, Alm 
及び Sp は 局 限 溶融 を 景 し , 何れ も 20 巡 以上 は 溶融 し な い の が 一 般 で ある 。 
以上 の 事 家 か ら 橋 材 石 は 二 種 局 に 分 けら れる こと は Ford 自身 は 気 が 際 
いて 居 ら な か つた が Stockwell (1927)"? 及び Winchell(1927)”? it 2 OR 
を 強く 主張 し , BIFFLE DLA STK (CS SICB MUTA OFC, 後 
PTAC S 4 COVE] Chat O Bi Re WARIS UCI Go ICR 
者 は これ 等 二 種 族 に 新 名 まで も 附 し て 鹿 別 し て 居る , Bb Py, Alm 及び Sp 
% At % 7 Pyralspite と 呼び ひ , Uv, Gr 及び ひ And を 合 む 種族 を Ugandite 
と 呼ぶ の で ある 。 HH Winchell (LHR a pre RTS EOUMBE 
て Ugandite に 局 す る も の で ある か ら , COM L Mn の 有無 を 定性 的 に 
FA USE TAS ¢ SOB O WWE CHA OIC O KG MS CE DH 
SGOVAEZWL ESTES 0 

UTED 6 HU OCB MS) BRIN LL SOB S & Lit, Ford 
OWE CIOS BRA ABM LORD, CORBBHA IC kOTH 
に 他 の 和 性質 を 加味 UTIL AE OBER IL TIA ST LICKIN Sarkis 上 記 
Winchell の 第 屈折 現 祭 も 基 一 つ で ある が , Stockwell は X-ray の 研究 で 置 
Nah -F TB Ze RD CCUM BIO ANI), Fleischer は 同 恒 敷 を 求め 
THEO RM OM RCL Ford OSE HEI RARE PINAL OC 
ある <。 

al ORn < HRA Kh EBS EMA S SSIEAKII NOT, 天 
人 然 に は これ 等 基本 式 に 近い も の も 産 す る が , 多く は 其 混合 物 で ある WB 
SHAROKBIALMORCH Ss DS ON < LBM Ete AM ADK 
PRIS HES SHA HM 7s SPAR ILE LAROD NS 就 い て は , MICH 
の 注意 を 的 つた 所 で ある 。 F. Heritsch” (1927). OWE ILILO BIRLA 


1) C. H. Stockwell Am. Min., Vol. 12, No. 9, pp.327—344, 1927. 
2) A, N. Winchell, Optical Min,, Part II, 1927. 
3) F. Heritsch, N, J. BB, A, 1927. 
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TORI く な い , 叉 最近 で は W.I. Wright?’ (1938) AL BMAOM Gt 
た る 223 HOMME Btu CIELAB WD Nc L, HIRO 性 質 と 成因 と の 
FReRILLOKOCHS, bry v 44 + ROFEMEI 産 す る も の 
iL Atm+Sp を 主 成分 と する も の で , MER ALGNAHTA PILES oH 
は Alm 中 に 相 常 量 (6~20 錠 ) の Gr 及び Py を 混 ず る も の で , eclogites 
中 の も の は Alm の 約 40%i2 Py の 40% & GrO 20% を 混 ず る も の で , 
kimberlites 及び peridotites 中 の も の は Py の 70% 以上 の 中 に Alm & 
U Gr を 292 以上 混 ず る も の で ある 。 AKRAM ACE じ た も の は 
Gr を 約 5026, And を 約 402%, 猫 残部 は 他 の 成分 の も の で ある 。 

HABBO XPM BE LC (LAPP DR Re HES HD SILINHIDT & 
で , 寺田 及び PAPEL”? OD ATMA IMAE (L917 ~1918) ik の 種 研究 
DROW KR 2MST LOCH So WREKIN SMA ILI EHEC Fe my 
が Mn GES Hf Alm CIWMB EOME 114A と され た 。 

J 1926 年 に G. Menzer”? ix Py, Alm, Sp, Gr, And 及び Uv 0 38 4ir 
5TH (a0) WEORE 2B LIK. COBSOMME Py it, Mg の 
みな ら す ず Fe を 混 ず る も の で ある か ら , MMO Py で は な い が , ORE 
は 殆 ん ど 純 な る も の で ある と 言 は れる 2e 

4A 4. (1927) に Stockwell は 叉 同様 の X 線 的 研究 を 40 THO HGH I a 
し て 行 ひ , @ Dili BH Uo Hitz Menzer fei £ TS L AVEO 
様 で ある 。 Stockwell の 研究 の 特徴 は @ OMIM LC BLOMEe i 
15 ERS CELA し 枯 極 石 を 二 大 族 に 分 類 し 得る を 従 浴 より 9 は 明か に 示し , 
HOMMAOMBIC KOT X 線 反 射 の 濃度 の 差異 を 精査 し Jesus 
推 知 に 用 る た こと で ある 。 近年 叉 Fleischer (1937) が ao の 値 を 精査 し た 
fr Stockwell の 値 と 極め て 近似 の 結果 を 得 た こと は 第 吉 表 に 見 る RCH 


15 W. I. Wright, Am. Min., Vol. 23, p. 436, 1938. 
2) 西川 , HSC A a HE ES ESE LAB, 1917 - 1918. 
3) G. Menzer, Cent, Min, A, 344—345, 1925, 
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3 = 表 
Menzer (ao) Stockwell | Fleischer 
I IT mean (ao) Cao) 
Py 11514 | 11510 | 11,512 | 11480 | 11.440 
Alm LL515 11,497 11.506 11.493 11,495 
Sp 11.611 11,602 11,609 11.568 11.590 
Gr 11-838 11.833 11,836 11.840 11-840 
Uv 11.977 11,951 11.964 | ee 12.050 
And 12-044 12.024 12.034 12,040 12-045 
第 a 表 
Ford Menzer, from ao Stockwell, | Fleischer, |3cifk 
koe | 属 折 府 oT Il | Mean | from ao | from ao | の 此 電 
Py | 3510 1.708| 3.729 | 3.733 | 3,781 3.571 3.554 | 3.510 
Alm | 4.250) 1.880, 4.333 | 4354 | 4,844 4.332 4,325 | 4,825 
Sp 4,180} 1,800, 4,189 4,198 4.194 4.2.29 4,196 | 4180 
Gr 8.530| 1.785 3.613 3.618 3.616 38,598 8.582 38,530 
Uv | 1.870| 3,832 3.858 BB tN. a wos d All eee 3.775 
And | 3.750| 1.895, 3.852 | 3,875 | 3.866 3,882 3,838 | 2.8385 


る 。 既 に 記し た 様 に Fleischer は 2, から 比重 を 算出 し , AME t Lew 
て , Alm 及び And の 比 箇 は Ford OM~ 7: SB‘ YO 高き 方 が 至 党 に 過 
lan, 且 計 人 筑 上 も 良 結 果 を 得る と 輝 べ て 居る 。 4 Ford, Menzer, Stockwell 
及び Fleischer OGL ~ T= Ow Ze HERO TE — BET PULFMRORCH Do 


RAR EH BA 
ExltO in < REO EBB OR UT A ILE 2 oR ek AIRS DEAD 
EDCHSo LARUE KTS LRIVTECHA EBGWCH A, MED 
& UCR D T PROT WR Ze SLB TT oe 
DOH & LC HABE FP CHER S 201k © tu KAILA EAR Ie BZ 
と が 出来 る 。 EBT Lich Lig (EH) 3 cm の trapezohedral form を 成 
する も の で ある 。 


We 


I A 


apa dE = 


el, ee 
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比重 AMD eM SLORE LK Me, 897 2 2-1 T= 
RE Lo 4°C (tRSEL tefh ld 4.2268, 4.2363, 4.2376 で ある 。 第 一 回 の る の 
2 ROSS = BN CHEER OA SD 6 I NGHBLOMEOK 
SO b6VE FB_AROB=LMADE ODS EYL Hef SEA SF AERO 
ICDS 5 

G=4237 at4¢°C 
AAI FORA IA HEI SB pegmatite fic HES 4 BIE D OMOEA 
を 時 する も の 敷 個 に 就き Westphal’s balance No. 691 式 を 用 る ゐ て 測定 せる 
結果 は 第 参 表 の 様 で ある , この 場合 の 資料 に は 如何 な る MELAS oY 
は 全く 不明 で ある 。 

第 参 表 


産地 此 重 ( 四 度 結晶 重量 摘 要 


wi 4.23 * | 270.63g | BIHRORE te 0 AP % AR E ASS ARIE LY BI 
長久 保 411% | 18.21 | 結 品 面 蛋 色 の も ゃ の を 磨き で て 赤 味 を 生じ た る も の 
外 ht 417 ※ 12.30 | AL, 赤 味 & ABS. 
外 hi 4.21 ※ | 17.36 | Bah, Aik & WES. 


* AB. * KREME 

ERS TEOMELBAEOTIABA DWOZ < OMA OMS 
測定 の 序 を 以 て 測定 し た も の で , HAE Merwin の 創意 に 係る る も の で あ 
Do 即ち AsIs・3 SbIs と で ペリ ン LOMB PIC ADO AML t Die. 
知れ る 二 三 の 標準 ダラ ス 細 粒 を 入れ , 分 蔽 光線 に て ie t 79 ~ARUB 
と の 屈折 牽 の 各々 一 致す る 二 三 の 光波 を 知り , Carv& OMSL 引用 の 作 
lc KO CHOKE RD, 黄色 光線 に 庄 す る 局 折 卒 を 見 出し た の で あ 
Do See bt SE WF Ald, 末 野 皿 士 の 製作 で 同氏 の 好意 に より 
筆者 の 人 に 寄贈 され た も の で ある , 本 測定 に は これ を 用 る て 非常 な 便 交 
Rit, Wiad し て 同氏 に 深 碁 の 謝意 を 表し た い 。 避 折 卒 測 定 の 結果 は 淡 
OCHA. 


本 17008) aA hb RK SB 218 


Ap =I 818+0,002 

RRB CUBELVBET SBMA. GLAU KICK Y + 24 bake 
MAPICS SMA DIC lk Sp 分 子 を 含有 する こと は 通 性 で ある 。 猫 こ 
REE SBD (CEE TOK Pt Mn OFF FILA ACIS © OE DAK 
tio PUB 3.9 よめ 大 で HHAD 1.818 OMS SS BAK Alm 分 
子 が 相 営 に 混在 し な けれ ば な ら ぬ に LIBR K IU CM SNS. 
AUCHSDGEAMMAIL Alm と Sp と の 分 子 を 主 成分 と し 他 の 成分 を 僅 
か に 混 ず る も の で ある こと が 推 さ れる 

今 三成 分 系 Alm—Sp—(Py or Gr or And) の 三角 座標 に 同 屈 折 ARE 
び 同 比重 線 を 引い た Ford の Figs.5, 6 and 7 を 見 る と 属 折 秦 1.818, 比 
重 4.237 (LHS SLM PIERS CL OMAR EW, fa we7E 6 (£ Ford の 
Alm の 比重 が 低く 過ぎ る か ら で あ る 。 Htrikic Alm の 比重 を Fleischer の 
和 興 へ た 値 で Ford の 彫 を 書 き 換 へ て 見 & & PRRRL818 DTA L 4.237 比 
BRR ¢ D0) O AS RICIEOU CHE DS, ARTE 適 常 な る 化 由 成分 を 求む る こ 
と が 出来 な い 。 こ れ は Sp OBMASEP-E DAY < LEU Bd DAC IA ED 6 
うか 。 RAROKMRAOAE SS Sp 及び Alm BEM t FSP IC 
BULD Ford OFECLAMA RUS CL AAC EC HD, な ぜ 
75 G (SHE ETAL OMAFED DS WOOC, 測定 上 の 僅か の 誤差 で も 
爾 線 が 切り 合 は な く な る か ら で あ る 。 

= し 曲 位 格子 恒 敷 の 精密 な る 値 を 得 れ ば 上 記 の 欠 を 補 ふ こと が 出来 る と 

思ふ が , AE IL ELIS IEE BO ens SLB Sb ETO — ADA PIB dO 
最後 の 整理 が AGC DD POPE CL © DNRC HI 7S UY CEE So 

BIZ. Alm と Sp と を 許 成 分 と し 第 三成 分 が 2~5 の Py weit Gr 
で ある 場合 に は 屈折 鷹 及 び 上 比重 の 測定 値 に 於 て 小 敷 中 以 下 三 位 に 二 三軍 位 
ODRAD DA(SLILO (Fld C ULC BY ETS SC LEH a, 

化 皇 分 析 の 結果 LiMOMS 結晶 を BB PC HEL, (CSM ITO 

た 。 其 結 果 は 淡 に 見 る 様 で ある 。 
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wt. % Mol. pi 

‘Sz Oleg seats act siess aes 35.90 teres 98S 
AlgOg «110+ --++ DOT Beto Res 208 
FegOg wrt eee OO ac eaetcens 14 
WO) ee ution ees III 346 
MgO ee (Dy Se backantons 25 
CaO es OS Se 14 
Nay Oe i LL 2 
CN oC OI Meas 
Rs0-+ OL OC 
HO ce 0.82 
TAO Ss Oise tae 1 
MIDI) ea LG QS eon eee 201 
Total 100.55 

© ODED 5 RRA DIEA EF 72 SEMA SH t 
Py 3.41 
CT eT Er AOL 2.16 
Sp i 33,88 
AWE ee eR eres an cris eee POCO 60,55 


t%sBo 

LEO UEDA HOMBRE O RO: R,O3: ZO2 の 比 を 算出 する と 理論 比 
32223 と な ら ず に 2.70:7:22,74 と な め Alderman OC) iit SHE & WR 
で ある , 即ち 三 偵 の 人 金 局 が 二 信 の 金属 に 敵 し て 理論 式 よ り 多 い の で ある 。 
然し A が Si 及び Fe” を 置換 する と すれ ば 酸化 根 の 比 は 3:1:3 ど な る 
こと ょ は 次 の 様 で ある , 即ち 化 旭 分 析 の 結果 か ら 原 子 比 を 築 出 する と KOR 
CHS. 

Atomic Prop. 


See 2.95 3 

の 2.00 0.05) ae 
1295} oo 

Fell SROs OTE AC O14 1009 

Fuentes 171 | 

Mg ela ieee tna 0 (909 0.12 2.98 

Who. tie hosise as 0.99 | 

Cae shee 0.07 


= EET Al の 0.05 が Si を 置換 し , Fe 々 の 0.05 は Al vit 
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換 し 0,09 は Fe” VGHIS%4 OL FOL RO: RgOg:ROgQ は 明か 
に 23: 7:3 と な る 。 叉 二 信 原子 の 重量 百分比 は 


Percent by wt. 


Fe FIO OIRO 60.40 
NA O12 SO 4.03 
Mn 0.99 33.22 
Cis ooo ES: OOV RR peas 
100.00 * 


DMN <$ SD CAHIR O LAR IARKOM ¢ BTA CL DWH’ ¢ 
(Feo 4 Meso Ming,» Cass CAL. Fel) (S#O, ze 

化 皇 成分 よ リ 算出 せる 屈折 率 及 び 比 重 (Le MIOREE E bE UDA 
を Alm—Sp-(Py+Gr) の 三成 分 系 と と 見破 し , 三角 座標 に 記入 する て と 第 窟 
岡 に 見 る 様 で ある 。 除 賠 第 辻 に 於 て は {Sp-Alm-Py}, {Sp—Alm—Gr} 
AU {Sp—Alm—(Py+Gr)} OIE = $912 MERE FARO 1,800, 1.815 及び 
1818 の 三線 , 比重 の 4180 及び 4.237 の 二 線 あ 示 し, BRA 
OMT S ORK SKSP Sp=33.9%, Alm=60,5% 及び Py+Gr=5.6% 
aM CARL, RESO RMR Bit LOKOCA Ss 園 に 見 る 欄 
DSP 4.237 比重 線 に は 近づい て 居る が 1.818 LTA IC ERS か 
0 HEA 1815 線 に 近づい て 居る 。 

PBA KOR SUF FILL L Ford DLL Te DEAS JA TB IR OF, 
LU Fleischer の 訂正 し た 比重 を 用 CASH OD JME STAB BOF EG a 22 4 
出す る と 共 結 果 は 第 四 表 に 見 る 様 で ある 。 MEIC (LEEWAY © JP TAS ROH 
重 を 並 記 し て 比較 に 便 に し た 4 

ASR CABED & FEO 8 の を 求む れ ば 山尾 産 の も の で あら 
MACAO ATID & の は 細 論 に は 適し な ハ が , - EMA Bilt 充分 で 
ある か ら 比 較 の 人 争 め に 表 に 揚げ た 。 父 外 國 産 で 化 尋 成 分 上 長久 保 産 の も の 
と 能 く 似 た も の は Shannon"? の 記載 し た Idaho の Avon 産 の の で ある 


1) E. V. Shannon, Am. Min., Vol. 7, Dale G22: 
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第 間 


a @h(t Sp=33.9, Alm=60.5, Py+Gr=5.62% ic #H%s 
する 成分 を 示す 。 
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DH LIAS HMO BHC PCA し た 。 AFSEMIR BO 1 Bp OT lk TPR 
種 あ る が 其 中 で 秩父 中 津川 産 andradite に つい て (BBA? の 分 析 の 結果 は 
族 良 と 思 は れる の で 橋 樹 石 の 種類 は 異な つて 居る が 比較 の 篤 め に 表記 し た 。 
同 確 物 の 比重 及び 尾 折 牽 は 長 鳴 氏 が 筆者 の 一 人 に 和 寄贈 され た も の に つき 人 往 
内 媒 士 が 測定 され た も の で ある 。 比重 測定 は 握 本 の 性 質 上 概 測 で ある 。 こ 
の 機 に 於 て 長嶋 氏 の 好意 に 土 し 深謝 の 意 を 表す る 。 


第 ue Ea 
Py|G S Al: And a_i = #6 
AE | PCr | cepa) alae ae vay | aks a) | atee | ate 
| Ww | 計算 | Be) (Fo) | CFD 
FINE: BAR| 8.41] 2.16] 33,88) 60.55) -..--- 1.818 | 1.814) 4.237| 4.187| 4.231 
| 1) ※ ※ 
ty) ノ 性 2.50|4.20| 84.40| 58 89| .----- 1.818 1,813, 410 | 4177| 4,221 
Avon, AM cepa | SI) 62.98 soe 1.818 LO moo ae 4.196) 4,243 
秩父 中 津川 | cee 0.50| 1.00| 98.50 >1.850 1.895! 8.85 | 3.757| 3,842 
| 


※ PARE BAW ES 
1) HAD AK AR, FI AA BE BE, 223, KIRA 36 
以上 記述 し た 所 か 6 RATES BIL IEE DS Alm 及び Sp を 主 成分 と 
する も の で , ペグ マタ イト 或 は 花 賜 岩 中 に 産出 すべ き 種 類 で ある こと が 
明か と な つた 。 寅 際 に 本 左 物 は ペグ ゲ グマ ャ タイ ト 中 より 産出 し た も の で ある 。 
綿 括 
1 RSMO PCED Milt S TRO CHAS. 
2 teawBlt trapezohedral で ある 。 
3 重 屈折 の 異常 性 は 全く 認め られ な い 。 
4 JEDI SE IEHEC 1.818+0.002 
5 比重 は 4 度 に 改 算 し て 3.237 
6 基本 成分 式 に 相 営 する 重量 百分比 は ,Py=3.41, Gr=2.16, Sp=33.88, 
Alm= 60.55% CAS o 


1) HR, WASH, StL, 127, 1930. 
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7 $CBROMBRD SG Ford OAR CUM LIS Ce IBC 
ある 。 HALILK BLS © b IEDR HARD o 

8 基本 成分 式 の 重量 比 よ の Ford OAWRCHHEROMWE LIND S 

EM PILHLM CH 6 DMI 0.004 の 差 が ある 。 


ATIF RO — HL DAR LU MAT NKR ELOCH So HEL CA ICME 
を 表す 。 


越後 油田 の 構造 (ECS 
mes fs i mM 


RuwiaBomgm Bite 山 油田 の ie: Hone - atl 2s O° A Er TE 
で , 東山 訂 の 構成 より ひ その 上 部 約 300m OH DRANG TH th ODEAI IC FE 
ふも の と し て , 筆者 の 範 式 


re bon (Stim + $M O41) 
= 260S( On nt ) 


= Eseconys ee g Oi (ar) 


HED TIER LE EDCHS 

HLM AOEERO MM It kukoOmM < EL UCR ODI ko M 
RIGA DD, WHE S eutc FA 2 K OIC OAR CH SEDRH 62150 
その 西端 ( 園 の 向 つ て 左 , 浦 瀬口 Cis oa), 白岩 (es 和 南 津 (ne) 
OBE DIG AO RI AS TERT SSMCHS. 即ち 外 観 上 , 東山 油田 
は 東方 よめ 西方 に 向 ふ 補 曲 衝動 に よめ, 一種 の GLMih ee UTC 信濃 川 断 
RIERA, その 前 頭 で Stirnm) (KBAR) を 形成 せる に 至れ る も の で 
ある 。 信濃 川 断 層 は 園 に 表示 せる も の ・ ゝ 外 , AMA Moe) 2 MV CA 
TR: BR) と の 境界 ( 栖 吉 断層 ) と の 少く と も 二 個 以上 の 複合 断 府 
た る は 明か で ある 。 面 し て 牛 ヶ 首 層 (nh4) CRE LOM MRR aN 
で な く , この 間 は 断 居 の 生ずる に 至 つ た 原因 は 越後 下野 に 於 ける HIN Rb 
動 の 結果 と 認め ら る 可 く , その 訂 列 が 遡 倒せ る に 至れ る は 西側 よめ の under 
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te ) 


te 


東山 油田 の 東西 断面 CRT — Leis — te 


thrust Dw EA LWC 
DSo Carb Oss Ele HES 
西方 越後 古野 に 至 つ て 再び 
繧 背 狼 を 形成 する 可能 性 は 
認め られ る けれ ども , 少く 
と も 砂 質 頁岩 (ns-。) 層 に 達 
する 深度 は 6~700m 以上 
LES CHS do HUER 
OD FIG FS ear HE OD BAT SIE IK Ik KK 
SEBO MD TES Do 

第 三 園 , 第 四 園 , 第 五 賠 は 
東山 彰 射 軸 の 上 比 磁 以 南 , 信 
濃 川 に 至る 選 間 の 東西 断 園 
で あり , 何れ も MRM DAR 
REICH る を 以 て , HK 

S= 2 %ay(tany-+tan 


に ょ より, BASU T 任意 に 
作 園 せ し じ し る あみ た る も の で あ 
9, 範 式 の 利用 に より 構造 
断面 園 作製 の 結果 が , 如何 
な る 程度 に 統一 され , 作 園 
者 の 任意 性 が 除 か れ 得 可 き 
DRT LOCH SD. Re 
せる 地質 家 の 断 面 園 が 合理 
的 で ある の は 勿論 で , 大 村 
氏 の 断面 園 と 筆者 の 範 式 作 


本 177(25) 


線 225 


22 
eS 

O02, 
2 


aoe, 
20 


2 
SB 


油 田 (中 部 の 一 


Km 


0 


油 田 CP BBO) 


(Ly 


ie 


§ 
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fa] (第 武 園 ) と を 比較 すれ ば , その 大 綱 に 於 て BLS 一 致 を 認め る 。 面 し 
て これ 等 の 断面 園 の 調 比 に よる も 東山 背 鈴 の 構造 が 可 成 り に 解明 せら る ペペ 
<, 少 ぐ と も 次 の 事項 を 推定 せしめ る に 足る も の で ある 。 
CA Mes HR) ETE ES OMAN. 於 て は 正 断 訂 化す る 傾向 が ある 事 で , この 
断層 は 前 述 の 如く , MoI UTAH Cs RIC BO CHM FLEES 
9 の 逆 断 層 に BEIE ES BOTH Bie WIRE BIO BS 場合 に i TEES ht 
t UT#HSEDCHS 
即ち 筆者 の 範 式 作 園 法 に よれ ば ; BIC MEO 走向 傾 劉 が 地上 に 於 い 
て 測定 し 得 可 き 所 調 丘 陵 油 田 構 造 の 合理 的 推定 が 出来 る の みな ら す , 
全く 地表 測定 材料 の 存 せ ざる 下地 乃 社 盆 地 の 構 造 に 開 し て ゃ 或 る 程度 
の 推定 材料 を 興 ふ る も の で ある 。 
Co Oe Rie id pln] (第 参 , 四 園 ) に 於 て 多少 不明 と な る が , Ma 
(a, Hisl) HST HBEL Bo 
ABA t BAO ON SHAS d 好 條 件 を 示す も の で ある が , BB 
彫 以下 に 於 て は 多少 デ ャ ピル 化 の 傾向 が ある 事 は , 石油 基 奉 上 注意 す 
NSBECHS 6 
大 面 油 田 の 断面 Ail - MAAC TATFAROMAED AO, 筆者 
a 
ACP Le ik D CKO BIL HE L, その 構造 の 作 笛 に 営 つ た ( 主 と し 
CT heHX CL) IF FS )o 
第 六 園 は 大 面 油 田 の 南部 , 第 七 彫 は その 北部 の 断面 構造 で あめ , HO ALSE 
(Lola t IRE H Zo 
COWS GHAR 2 RL, HIN KMSA OE) に 産 す る も の で 
ある 5 
ZL ORMIAGE CH OD WIHT せん と する 傾向 が 認め られ, —MORE 
efit Carrested anticline, PMTR) た る を 示す も の で ある 。 MLTIO 
Hy PCH ERE RIOR ES, これ を 東山 に 比 す れ ば TOR 
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Feet, oiirtttins EAS Cae) 


BRED EZ CR CBS Bl O し 部 分 CHS USIMEIC k S_EAREE) (CAA 
HS SEOCHY, FOC COMA E AICSE S PHBE HH 1 Oss YS HELE 
BES DE OCHAc WOM SBME LAE BO Hh LAY OD HERE DS BW — te 
5S; ROCCE OM MRL MO WOME RM—2 5S SIC KAZLDCHS< 
KMS AS Z OE Ay MBE IK BtrikS bE L ROTH A ALI IC 
ih) L, COM MICILB FILO Re (保内) が 出現 する 。 加茂 司 域 の 
断面 は こ ゝ に は 表示 し な い が , AAC HUI RIL S > 上 記 の RAMHROR 
井 に 於 て は 僅か に 海面 以下 160m OPEC CE SBIR Ca) に 達し て 
RAO L Siti a L, Sails te EIS S 越後 下野 側 OD 
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underthrust 2° fig J& (HEE L, HEA E overthrust 化 せ る を 知る べき で ある 。 

ALL A TGIE (LO ith DE A BEO IG AAS % AEE OC これ を 温 然 
tke v4 BUY Far FAY PO —BOS AEE RL, WI 
Rea CME (i & O OFS — OH HH BB ic the & BE 78 S 7 MRS GE TS 
SCHS LWS 見 解 が 流行 する が 如く で あり の , Pre HOPE lou 
て も 赤 同 様 な る 方 針 が 喧 僚 され て ゐる 。 BE LAPROMGIL UE Cm < A 
電 で な さく , 補 曲 運動 一 断層 一 地 向 再 運 動 の 組合 せ の Gad He Bw DT 
針 を 軸 ふ る も の で ある 。 

第 六 ・ 七 間 に 於 ける 右側 の 主 背 釣 軸 CHIE) は , その AiO Hdh CAD 
に 比 し 大 規模 で あり 、 地層 も 征 下 部 居 を 店 出し て 東方 の 森町 盆地 に 臨む も 
NCHS, Sha PRA & し て 排 誠 され て 居る 。 こ れ を 構造 分 析 
より 見 れ ば , MSM COMBO Me ESM K STASI FBOW RK 
RUD s SHEIK RBOA WES OMAK b S FIMAZE DS < O_Elt 
DEMUTH EKO LOT 石油 の 集中 牽 が 低下 する も の で ある 。 然 
LE 5—-ODHRYt OSE AOTHM—HES Bt 4 IILEARI CA 
OKC ORME RHC Bt LIAR TAH = ORIFO AE ILLS BEAR 
に 於 て 構造 上 條 件 不良 な り し を 注意 し な けれ ば な ら ぬ 。 

西山 中央 油 幣 の 断面 第 八 岡 及び 第 九 較 は 椎 谷 層 (ns-4) を 基準 と し て 
並行 福 曲 ( 範 式 1) を な する もの と 候 定 し , FE (nz-s) ASB GG 
式 2) と し , 断層 附近 は 垂直 運動 を 企 つた も の と し デ ァ ピル 補 曲 型 に VE せ 
る も の で ある 。 こ れ ら の 作 較 に 於 て 注意 すべ き は 断層 は 作 園 の 進行 中 , 必 
PRYDE FU AB, COMME OMAR, HR Til OHNE DF BE ZS SB, ま 
(WOME OME ORAED MN Ol tx 2 VRE SCAN SD UGE LE 
2 i EEO mM POBML DAM GSD ERE TCHAD 

FUL HAC PR DAR FT ere UTHRE GIST LA 
Fel He O fe BEAT Eb NK Ee A TGA LA ADA ET, その 東方 , MRE 
に 面 す る 副 背 斜 の 産油 可能 な る 場合 (第 八 賠 後 谷 ) と 然 ら ざる 場合 (第 九 
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CAVE — See — I) UB See he + ty bed 


園 4 
CEH — HAE — 8 — AL) UI @ SHU ch - 


ty fad 
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Hl) 2 FGF SRRAWA BLOCH Bo 
LMM FE TS 型 化 する に 至 つ た 原因 は , その 東西 両側 の 西山 及び 
QAELOWMESEDOM AEA KA LOCH YO, 前 者 が 狭く 後者 (越後 
下野 ) の 庶 き 第 八 賠 と, 越後 下野 が 隆起 し て 片貝 丘 了 地 と な り , 西山 向 斜 が 
HWE ¢ 2et0B PILE 2 BCS Uk, TOWNE THES BARONE & 9 。 中 黄 
UTERO ST LA EO a) & BESTS LOCH O, その 機構 
第 is 


西山 油田 ( 推 谷 南端 一 宮川 一 入 和 田 ) 


も 赤 相 似 的 で ある 。 第 八 賠 だ 端 の 断層 の 如き は 越後 下野 より の 地 向 妊 運 動 
の 結果 , underthrust 化 せ る も の で あり の , 極 端 な 場合 に は 同 断 選 除 近 の 試 井 
は 地下 の 多少 深部 に 互 り 再び 上 部 層 に 出入 する が 如き 場合 が 矢 想 せら れる 
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も の で ある AALALO MUCH T lt 断 居 作 賠 を 行 は ず , BIS その 位置 を 
SCR ED 

intel ROBES PHL AOR ME CAO, これ も WERE IB 
する 。 その 西方 の 宮川 GA) BR UO) が 主 背 久 に し て , UKERA 
HAD TANI SOME VEE MAIC IAT 前 者 に 優る に PES, BIER 
SOMA BI AD, これ も 西山 盆地 の WHREBOAER & Wyo ay ac 
ある 。 

西山 断層 (F) は これ ら 机 背 禅 軸 の 中 間 を 走る も の で ある が , 以上 の 作 賠 
に ょ れ ば , これ に よる 地層 の 所 抽 は 地表 の 新 期 層 に 最も 甚だ し く , 地下 の 深 
誠に 至る に 従 ひ その 昆 結 は 減少 する も の で ある 。 そ の 結果 は 従 來 杉 表 され 
卒 つた 議 家 の 所 見 と 豊 な る も の で ある が , その 是非 は HG 6 今後 の 研究 に 
eee Ol di 9-0 

RA ela pO fw ih HN PROBA TBI S TFT SEOCHS 
DBD, CALS HEA RMGBKILISEOLOCHSo MSP PAC 
し て は , FEAR SBUCR CGRIT NS BPADZWOD, それ 等 に 就 て は 後 報 
に 譲る 。 

結 言 以上 の 記述 は 要する に 地質 構造 の 合理 的 研究 法 の 重要 性 を 旨 調 す 
る も の に 過ぎ な い 。 筆者 の 範 式 乃至 構造 分 析 法 は な は 今後 の 研究 に 待つ て 
改良 さき る べき で ある が , 少く と も MORELOS HM ¢ BBC 庄 す る 適合 性 
を 有する も の で ある 。 WUNOBWR BO. s BALI 合理 的 な 方 法 を 
樹立 する 事 で ある 。 著 し 最も 科 由 的 た る 方 法 は , その 知り の 得 べ き MER 
OE & UC ERE OFT] BBG HEEL, JEON SHEE BUT FOS 
合 性 を 検討 し , ACCIMOHREIS IE LD CK Be O 範 園 を 限局 する 方 法 
で ある 事 を 除 記 し て この 稿 を 終る 。 
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Wh FE A PR 


MEAL ya bea cr ita 
aig: Te a HK A 


TEA BR HE A) NEB ASB A the He Ar ht Hee S KOE O HY ADE AM 
DEG ORBSEIC BETIS, BARR ALAR OO? PN it Et UC SR 
BUSA, DEMIR Ook, ELE ORR ES RE EO MO, TE BO — EB 
交代 せる も の に UT, BEFMIE TEMG OWED te o>, BUNIIE LDS SAC 
WDSo COPABIEE TED BBM dD OCs DESTIEO 内 部 を FAP ARIS 
BAS, DEI BHHNME OF BESIDE L , WACHTER: BM UT 産 す る こと , 既に 
概 報 せる が 如く , その 有 反射 題 微 鏡 下 の 議 性 質 と , WE BHO 1L BYR O GH 
LIL KO, MA MIMKO FER SSL EHER 624%, 2ZeABEL THE 
分 研究 CN る た め , その 決定 を 後日 に 護り , た ヾ その 題 徹 鏡 下 の 反 應 に 
HNC, Short の 記せ る klaprotholite に 最も よく 類似 する を 指摘 する に 止め 
RIMS 

然るに FORAGE AVR, © この 確 物 と SEAMG t OME BMP Ze SIE 
Ae iS, 商工 省 地質 調査 所 長山 根 新 次 氏 の 好意 に より , 同 所 分 析 係 の 定量 化 
OYTO, その 組成 を 知る を 得 た め 。 試料 は COMME EH 1 OM 
<  ANDRD & SESE LO ABLNSCHURE HE EO MO, HIPAA EM EOD 

認め ず , 且つ 極め て 新鮮 に し て , BUC IA ORY LOD eb 留め ず 。 

分 析 は 開 根 森 之 助 氏 に よ つ て 行 は れ , その 百 座 分 次 の 如 Lv 

Cu 34,97, Fe20.79, Bi 12.26, S 3013, Sb none, As none 


1) PR BREG, 本 誌 第 18 ARH 6 WE, 第 19 ARGS 12 HE. (昭和 1213 年 ) 
2) M. N, Short, Mice. Detérm, Ore Minerals. U.S, Geol, Surv. Bull. 825, 1931. 
C, M. Farnham, Determ, Opaque Minerals, New York, 1931, p. 82. 
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の 合計 98-1522 OTs © OOMABO A ZEL PIR S DH Lo 

PMO MAI EO TEMES » DA, AWE BALSA =(tennan- 
tite), By zg (tetrahedr- 
ite), (cL Cenargite) 
fit Ze Fae (famatinite) % 
WELATy $e a-BH 
BD e BES Ete 盾 微 鏡 
的 観察 の 結果 , SEEN, 磁 硫 
OU, 斑 銅 嘩 等 の Wve 主 と 
SAUD を 含ま すず, ETC 
の ぅ ち Fe 20-79% 045i 
Be HE (Cu Fe Sy) 中 の も 


se CIR) & BARES SBMRCEDD 
make (x13) の と 朗 む れ ば , その うち 


© Cu BUS EK Cu 23-66%, $ 23-87 %i= UT, BO の 組成 は Cu11:81%, 
Bi 12-26%, S6-26%, に し て , Z PRMALOMAMHE の 成分 と 認 む べく , 百 
分 牽 に 換算 すれ ば 次 の 如 Lo 

Cu 37-91%, Bi4l-10%, S- 20.99% 


第 = 表 
an 物 名 0 a Cu Bi S 
Cuprobismutite 38 Cuz S. 4 Biz Ss 15:9 69.5|\ 14.6 
Emslectite Cuz S. Biz S3 78.9| 92.0; 19.1 
Klaprotholite 8 Cuz S. 2 Biz Ss CNOA EL 
Wittichenite 3 Cuz S. Bio S3 88:4) 42:1) 19:5 
ete fe He.) EE 87.9| 41.1| 21.0 
my Ze Oh SN WE | 4 Cue S. Bis Ss 244.1| 364| 19.5 


1) SESAME DS BE % © WEE Ys & TAVARES & KP ILI HI SER, © OBIS MIC 
限ら れ , 低温 に 於 て は 通常 それ 5 を 分 離し 去り 鏡 下 に な ほ 均質 を 保つ も の は , そ の 
組成 概ね Cu Fe Sg に 一 致す る こと また 廣 く 知 ちら る く ヽ 所 な り 。 
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Ze PEA 6 272 GEA AGO MU & MOET AUS BSE AO MM し 。 

この 結果 より 和 制 断 すれ ば , AGRE LEGA AGM I, その 組成 上 よく wit 
tichenite (HW Fo Hb COMOAHE KO, COUMBAK Sims Slt 
々 の 危険 を 伴 ふ べ け れ ど , CTOKEO MME DAAC KIED B~ Lo 

MOT, Ltr 5 OMMD 反射 題 徴 鏡 抱 性 質 に 就 て , Murdoch,” Short,” 


第 za 表 
NO | KCN |KOH| HCI (1:7) 
ee aes ae : ora FeCls 20%) 
uj コッ レント: CHD 20% Ce ALD Hele CH Fl) 
arte 色 JRE VE SAIC CRRA [MH ICRR| a 
ee ee 。 料 界 胃 由 間 | や 代 
Murdoch ie 73 ーー pees 不 BK aah 7 Ss 
Wittiche- \Short IK ois ald WIC RA | 不 gh pa 5S Be E AN ak 
nite |Farnham |cmldea leo | eee | 8 a eRAR Ra 
Schneider li lige st EN bse D1 Uel 2c. ok eee eee eee 
| Ramdohr | 多 色 性 懇 | FA 
Murdoch Gi 合 物 ) ea EE oe lan trey na 
ais RAS SA, pend RZ HL z “ee = 
Klapro. |Short | PR es [nase REM BP | cme | os am 
tholtte.. \eynhayy a 
Schn.- ae ee ae og ie eek ee en aren 
Ramd | 多 色 性 強 | 5B 
Murdoch \CFVinta)) …… | tks | KR OB Re 炎 
Ishort | msste gr [RIES meer | Rak | ee] Re 
Emplectite ! 年 
Farnham RCRD Bey te ta BR) 不 BR Ran AN Gk 
| Schn.- cn ke | RSE Od te) hee See a ee 
Rama. | 227 |e iy) | 
pe ewes ey ce ean AERIS TT |, eee | HCLIC CHR 
Cupr obis- Farnham = Fig sak | yea 
mutite Eo 1 So Ree Me ai eee SO 
Sch-Ramal BCARIO Se iy | | 


※ PAPE LFS SRM, FORMAN, 


1) J. Murdoch, Micr, Determ. Opaque Mineral, New York, 1916. 
2) M. N. Short, Micr, Determ. Opaque Minerals, U. S. Geol. Surv. Bull. 825, 1931. 
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Farnham, *? Scbneiderhdhn-Ramdohr2” 等 の 講 氏 の 観 祭 を 比較 すれ ば , その 
FES RHA MAOM Lo 

CORI EO TMS S » DMN < , AWD KCN (2 CH 4 BME LL, その 
WHR2WDI FT SB HNO。 (2 CMDICBLES S BEI H Tid, Short 
Farnham 0) wittichenite と は 一 致 せ すず , #)DT Short の klaprotholite と 一 
致す 。 然 れ ど も , 本 確 物 は 常に 細か く 攻 銅 忠 と 共生 する た め 。, 試 液 は 常に こ 
4% 6 RlS L, COMB Em URES BIC KOH 液 に より て で て も, AUER 
OSE FUE OA ABN = CT lk, BRE BA A EAE Ze SIL 4 GT, BUSI ¢ AE OBE 
する 部 分 に 於 て は , AMIS (CBEST SL Lb, EC He ADMINS, 大 
SRW HA AS BERR”? に 於 て , KUL RL BOG Ss LOD AH 
WII S SBSid, KONIC KO CERES LS ABIL Ait 
6 , Short が klaprotholite と ( TARY S LORE L UT HX (covelline) 
& OSCHPAKFE EGRIC UT, Lanay の 鑑定 に 基 つ ける に 過ぎ すず , RUTHO 
3Cu;S. Bi2Ss な め し や , att Riz covelline の 存在 に ょ る 影 結 な ら ざ り し 
DP, LREDI- FS AREIL To 

IZ BAKER F OFS GEIR O BIC KOCH Oh 等 し く witti 
chenite な り と る も , WRN BES te LAEEE, BOGUS tuk ME} CL 
Farnham 等 も 記せ る が な 如 Lo 

LBS Bit FORMA PF OaXER IL 本 媒 の 種類 を 断定 する に 充分 な 
る 資料 と 認め 難く <, AWD Lt MEK < Bhd, HOT Schneiderhohn 
Ramdohr pREEO) wittichenite (2 k ¢ —2RL, Cdr eR LO (CE Oia R 
tM UT; A wittichenite ¢ #PES4 Ct -HRBRS~ Le 

AUK TAZ EME GSD > BOM, KUM LUDEIE (bornite) の 結晶 中 
(= > TH SH & U CFIC Bas, また 一 部 分 は MRK 成 し て 


1) C. M. Farnham, Determ. Opaque Minerals. New York, 1931- 
2) H. Schneiderhébn u. P. Ramdohr, Lehrb. d. Erzmikroskopie. II, 1931. 
3) PEW ARR, ab 19 BN 4 HE, 277 ~284 貢 (昭和 13 年 う ) : 
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ZO 5 SICMREGS» 2 LMC SBOM LO D>» SH HE 
様 に 闘 根 氏 に ょ り て 吟味 せる に , Bi506%2EA, Z% 3CugS. BigSs に 
換算 すれ ば , 12.2% に 達 す 。 

以上 は 主として 商工 省 調査 所 山根 新 次 氏 の 好意 に より ; 同 所 分 析 係 開 根 
森 之 助 氏 の 分 析 に 基づく 所 に し て , こ ゝ に 証 氏 の 好意 を 許し , LORS 
集 の 費用 は , AAPM BINBAS & ORI 配管 せら れ た る も の 
、 一 部 な る こと を 明記 す 。 


RO 


SHEN SuUeARS 明治 37 年 , 宮城 幡 鹿 折 金 山 か ら 産 し た 自然 金 は ,4 ek 
の 板 和 駄 を 成 し て 石英 に 兵 ま り , その 弧 重 量 910gr. EL Ke LMA BAL SDS, REDS 
OYA LIED H, 今 は 僅か に 営 時 の 富 賃 を 留め る に 過ぎ な い 。 PRS IEE) ae 
山 に 於 て , 多 敷 の 自然 金塊 を 産 し , そ の SON ESE BLO 東京 本 店 に 保管 
られ る 。 ここ に それ ら の 産出 の 時 期 及び 重量 を , REBNTI A it Bo 


産出 年 月 日 重量 EAE 
昭和 11 年 7 月 2 月 2655, 6.0 
Al “E7A6H 73 4.0 
ll 45 5238 34 3.2 
同 年 5 月 14 日 30 2.8 
fl 4 4F14136 24 2.8 
同 年 6 月 28 日 24 3.5 


1) 渡邊 萬 次 郎 , 本 誌 第 19 ABH 2 He, oh 11,12, 15 fe eRR. 
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SR 抄 4937) 


py OR 


ーー シー 


EMER tin S 


5561, 4 Yb UGCAS Sepa RRA 
Ko 

Ha Fes REGUL BSED -< ~e RA by 
り 産 する Wont BE MIK LT, FIC ITE 
3cm (CES SARMKOS the KL,cR 
U m io -Pric KSB S BPS V, 上 比重 

39, 硬度 6, WA LT EBT HE 
Eee し て 重 属 折 低 く , © =1.750, 

s =1.752, KKK OPK X 線 法 に ょ る 測 
定 に た ょ れ ば , &o =5.7A,a:c=1 :0.7, その 
Het Ete SKIL CaO 24.16, Ce earths 
6.45, Y earths 45.98, SiOz 20.84, P,Os 
5.84% 1, Ca. (Y, Gd, Dy, Er,--o 

Si, P) 203 ve SHB ICH VU, HARA 
Arte S ft OBR PI %& —Fe Hei. Pap, 
Inst. Phys. Chem. Res. 34, 1018~1023, 
1938) CRS) 


5562, FRERAEHOZYAWA 飯 
We BR, MB 
hie Sa AR 郡 産 砂 金地 の Mab 中 に 


SESS MKOMGR IK UT, AE 3~ 
mm 前 後 , 比重 6.50~6.77, 硬度 5.5~6, 黒 
色 に LC EE tH, ぇ (100), b(010), 
c (001), m (110), g (130), 2 (530) oi 
面 に 園 ま る 。 そ の 分 析 の 結果 FeO 9.19, 
MnO 5.62, CaO 2.77, AlyOs3 1.64, rare 
earths 0.07, SiO, 0.94, TiOg 0.83, Taz 
O; 54.06, Nb.Os 24.96 Ic Lt, (Fe, 

O,: (Nb, Ta)205 =1.0:1.4 


Kis S 


(Sci. Pap, Inst. Phys. Chem. Res. 34, 10 
10~1013, 1938) (yee Bs) 
5563, 朝 均 産 砂金 悦 中 の サマ ルス タク 石 
Ore Ze, He 

ess eee Sh © 黒 砂 中 に 産 
する REMENK OF MIC LUC, 長 さ 最大 14 
mm CHES > PK LCR Ris eta the 
5.95~6.05, MEH 5.5~6.0, 主として a 
(100), b C010), h (120), e (101), p1119 
Dehli (CET Ed, + O BHPORMA 2238 oO 
如 し 。 


oe ee TL 
HB) 595~605 | 5.70 
| 
aOR 16.14 16.49| 31.07 
Nb20s 33.55| 21.58! 
SiO» | 32,42, 0.16 0,00) 
SnOo 0.73, 5051 
TiO, 1.97; 1.57) 0.93 
Al,O3 1.50| 1.67] 0.62 
Ce-earths 2.23 
/Y-earths 9,75) 5:93 j10 32 
ThO, | 1.92| 0.63| 
UO» 24,26) 22.84) 17.84 
‘|UOs 0.36| 0.85) | 
FeO | 10.58| 10.08) 10.04! 
‘MnO 1.80} 0.64) 211 
CAC ee 0.67| 0.76 
NO Misc (pod RS | 
PO 0.40| 0.51 
全 計 | 9878 99.77) 100.05 


2O> bA Teen, 4 oH 
a RE RY RIV CNd, Ta)g02 3,748 UR”: 
Fe, Mn Ca, Mg, UOg---) RZ (Al 及び rare 
earths, RIV.--U, Thc th L, びに 豊富 な 
る を 特徴 と す 。 そ の うぅ うち Po: U+0.36Th 
比 ょ り Holmes-Lawson wxtic CHR 


#2 50038) 


a Tk Th KB 
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SAP Ris 18400 萬年 に し て . % OME 
SRA IC OB LHR 5S (Sei. Pap. 
Inst Pap, Inst Phys. Chem. Res, 34, 922 
~930, 1938) (ype) 
5564, FRAGA RORERHE IVY 
AOA, ARRAS 

eH LY ME ENT ALLIS BBB PY Mt Be 
BUS Ae MEAL HE ARAB os SE AT BY HL BL 2 ~N 
グマ タイ ト 中 に 産 す る コル ンプ 右 を 分 析 
せ し に 次 の 結果 を 得 た り 。 AM eB 
産 の も の は , TayOs 33.76; Nb;0s 42.52; 
SnO», WO3 1.91; TiO, 232; SiO.,0.00: 
UO, Hh; ZrO, 0.41; (Ce, Y)2O3 0.00; 
Al,O3 0.61; FeO 1.90; MnO16.73; CaO 
0.00; MgO 0.00; 計 100.16% Ie LC, fet 
面 斜 山里 産 の も の は , Ta,Os 19.30; Nb, 
Os 56.85; SnO2, WOs 0.67; Ti0,0.99; 
SiO» 0.70; UO, 0.05; ZrO» 0.40; (CeY)» 
Og ih; Al203 1.05; FeO 13.14; MnO 
5,52; CaO 1.90; MgO 0.34; 計 100.91 %1c 
L CHEE & REO DF ILERY 3} IC MIG 
Hytkye 2, Este 1:1 となり コル ンプ 
ANA Yr OPMBRR" ND, Tay 
Og K—Xet VU, MU CMR L yas 
FUReAemiCBreYcarrv7A eH 
SNS te VU CHR, 17, 642~643, 1213) 
Chee 2 
5565, Varutrask ペケ マタ イト の 硬 物 
(V1) Cookeite の 産出 Quensel, P. 

Cookeite は Varutrask マゲ マタ イト 中 
ょ り 紅 電 無 石 及び 動 交 五 の 匂 化 物 と し て 
Et, COM Mii EU BEY L4 OIL 
AL & S&L, MPAs «= 1.565, y= 1.595, 
ャ ー<=0030 720 9 Wai ROR Ris + 


yin ae SL, alas eee 
a=0.014 0, CORI oD BATE Rt 
KARO hl L, H2O<105° 0.16, HyO 
105° 12.46, SiO, .38.22, Al,O3 43.20, 
Fe,Ox 0.08, FeO 0.07, MnO 0.03, CaO 
0.36, MgO 0.04, K20 0.42, LigO 4.33, 
POs 0.11, F 0.83, Cl 0.03, total 99.84 及 
U H,0<105° 3.59, H2O>105° 13.84, 
SiO, 35.25, AlyO3 42.58, Feg030.25,FeO 
0.70, MnO 0,06, CaO 0.51, MgO 0.59,K 20 
1.48, Li,O 0.80 P20 trace, F 0.34, Cl 
trace, total 100.00, c Opis & lke s 2 
に 前 者 の Li 量 は 役者 の REVS は る か 
に 多量 な り 。 こ の conkeite (4 IY BOM 
物 生成 時 代 に 於 ける AAT ESL 
So, (Geol, For. i Stockholm For, 59, 
262~268, 1937) CRAB) 
5565, New Jersey, Franklin 
Yeatmanite (FikM RU sarkinite. 
Palache, C., Bauer, L. H., Berman, H. 
Yeatmanite (Mn, Zn)is SbySi,OQw は 
Franklin p£ > = Shih Ci ROH ih) IC 
Wd S PRM Uc, COW) cee, 
(023) KARMEL e AS. X RR 
U Ere SHAE 4 azb:c=0.7811:1 : 
04775, «=103°49’, B=101°45’, y=87° 
12! te Uo SEPA C100 1c 524, 硬度 4. 比 
5.024010, EYE AHN R, FE 
tihvt X 14 a (100), Y ig b [0109 に 夫々 折 
(,Z/cf001j=3%° #0, RBs a= 
1.873, B=1.605, y=1.910 CHA-c 40.003), 
光 軸 角 は 2V 生 49?。 | 丁 香 褐色 を 時 し , 


willemite Hic HURE te UCHT, 叉 この 


yeatmanite と 共に 産出 すし sarkinite は 
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Langban 産 の も の と 異 り , ZnO を 僅か に 
5.3822 含 有する の みな り 。 (Am. Min. 23, 
527~530, 1938) (KM 

5567, Sarkinite & 
Hogele, G. 

Sarkinite Mn, As O14 (OH) 及び tripl- 
oidite (Mn, Fe)o PO4 (OH) EEL 
的 並び に XY AE LE SERGE Pa as | 
ACSA A ROM RRS OL HVE 
Yo TERM sarkinite の 結 品 軸 の 取り 方 。 
EKO, ML MMARF MRE RLS 
fe, ay =12.65A, by =13.51, c) =10.15, 
ELA FA 3=108°44’ 2%, triploidite 
の a =12.208,b) =13.13, co =9.71, B = 
108°L8’ (Kokkoros に 依る う と 極め て 良 
( —3k 9, (Zentralblatt 1938, 267~273 ) 
CRI 
5568, BERT EIO HhORLIICWS 3 iA 
ROBB wR 5590 参照 。 
5569, AROMA, BABE 及び B 
母 族 の 化 在 成分 に 読 て , Bi 5584 参照 。 
5570, BVPI ADERRANF 224 
bHEEFAZA, C/RTARU ジル ュ ン 
Meixner, H. 

束 ア ルフ プス の Altkristallin OBEN 
7A PREY SME SEF AA, & 
クタ イム 及び ジル ュ ン に 就 て 記載 を る も 
DeYo CDE AA BSAA LE LC 
(LEI Vo EF RUAKRERS 
de -+E BA GA & し , turnerite は Tirol に 於 て 
TURP ARDELL COPMSNKES 
も の な り 。 こと の 新 ら し き 産 出 は Bohmen 
の Schuttenhofen HOR LW, CZ. 
Krist. 99, 50~55, 1938) (KER) 


triploidite 


5571, skKde BORAGE v.Néray-Szab6, 
St., Sasvari, K. 

be SE (Se EC RY CONE SE 
し 次 の 結果 を 得 た り 。 AMI BAR 
O/B L. RRR Pt a) =5.46&. bp 
= NOL wen = 7-50) Abi qk B=90911' 
な り 。 ZEVURDe SiR it a: b: c= 
0.972:1:1.390, HALF hic NagAlF 6 
DLA LBAT > ZRRe CBI 
C, AIRF DEEL RO ML, 2Al 000, 
4%%; 2Na 00 %, 4% 0, 4Na0.50,— 
0.055, 0.24; 4F 0.065, 0.06, 0.22; 4F — 
0.29, 0.16, 0.03; 4F 0.15, 0.28,—0.06, 
即ち AIFg OAWREL Nazgavk vem 
wt, CZ. Krist, 99, 27431, 1988) Ck 
cS) 

5572, IEAGRBS RSICHT SIESE 
WE Lloyd, S. T. 

JE ACIS HC is SS ICH 
RS Genie STN RS 
- オ ハイ オォ 河 の 間 の 前 カム プリ ア an, 
アパ ペラ チム 帳 系 部 の BA, 並び に 平原 
WATE MD AT Y Kaa Eh A, 
Wits, BEA, HMA, 片岩 , Bea, THK 
Ble LT, 石炭 , 石油 は 全く 鉄 如 すれ ど ヵ 
AVY, NRFTA4 PEA, BMA, 
HL Y vy ¥e, WET, Fi, BR A, SEW A 
Yo BOR, TELT, BET, TEE, SEREE & 
EMT, HARI IRA, 砂岩, 頁岩 
EE, BYE IC UT, MIRA BLO & neh sah te 
Vo DRM OLY, BEN, BH, BA 
資 , ベ ント ナチ イト の 産出 あり 。 B=2OR 
FSW ARCHES CG Fit RH OR, Hi, 
EA ¢ Kk p a) YB, B-Ab 


抄 52°40) 


aA MH KS 
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DAS, Ee 産出 す 。 以 上 述べ た る 
4b 1 = Ha SE IS PAH OBESE DS VQ 


(Bull. Am. Ceram. Soc, 17, 825~326, 
1988) CATA 
5573 Pennsylvania Jil Coopers 


burg より の Fraser, D, M., Butler, R. 
DY Hurlbut, Gs: 

Pennsylvania \] Coopersburg [ffi = 7% 
FHLB PIC ELIZ Prehnite 
れ た り 。 HE ANIL RIA IC AE GE IC -PAUIRIC L 
“Ce {1003,.a (1003, m (1103, SOV 
© {011}, b {010}, p {2213 Bue t (012) 
の forms を 示し ,p RU t APHBMoOY 
Dt Y o MH OED AT © FL WLSi0O » 
42.38, AloOx 24.41, CaO. 27.90, H204,10 
Feg031.20 UT, Heth lt COLO 1c AS 
47, X=a, (H2V=64°, «=1.612+0.002, 
B=1.618+0.002 y=1.642+-0.002, 重 屈 析 
0.030 27s LHRH Ic Cid HE f4 te 0 oCAm. 
Min., 23, 583~587, 1938) Gay By 


BE Nak 


5574, California Jil] Fresno County 
DNFPEA bPOREDICHT 
Macdonald, G. A., Merrian, R., 

ペグ ゲ グマ タイ ト 中 に 紅 柱 石 の 出 づ る 事 は 
稀 れ な る 事 な る る も, California 州 Seirra 
Nevada の 西 斜面 上 に 世 の 如き 成因 の 
DES bE Y 5 紅 杜 石 は 周 線 マグマ 
AA POsMICR CRALEIIC KU RAE 
せら れ た る も ゃ の に し て , ALHARIA MH 
起源 に 属し , 後期 た 至り 熱 水 液 が 紅 桂 石 
eI LCA O—-WBH を ME IK Babe 
Vo MMA OK, TAM D IE AAy 並び 
に 物理 的 性 質 の 差異 は 濃 色 種 に Ferg 
の 量 の 多量 な る に 依る も の な り 。 CAm. 


Min., 23, 588~594, 1938) Cyap PF) 

5575. 新 Mn-}€% Johannsenite に 

RET Schaller, W. T. ; 
1932 年 著 考 は Cambridge に 於 ける アテ 

AY DWP OWS Mo-w IBA 3 

短 論 区 を BER SA, TOK [AMR as 

他 の 多く の 地域 より 得 ち られ , ATI 


| きよ り 完 儲 な る 研究 を 行 へ リ 。Johannse- 


nite な る 名 稀 は Albert Johannsen BGR 


DHBEDED 命名 さき され た る も の に UT, 


HLAPHLZ te 3 BHA & RBH AIS RED 
る Mn-izpic Uc, MnO, CaO, 2Si0 9 な 
BARD & AL, MMIC (X MnO を 
28.6876 BAG L, Xe I Gt 
ROPER & ARE EAS SOE 
$5472 0 4 MX johannsenite, bustamite, 
thodonite 及び Pyroxmangite |HiATA oO 
Bitte CaO Oxted Sec — BRIS 
LSU SIC, Ue Eat YiL その 成分 類似 © 
2S b, MEO HRY (L 各 別 種 の Bie 
Lt, これ 等 の 中 二 っ 又は HY Lo 
ENE & He SS oO LMS NEV, 

rhodonite は 主として MnO.Sigg, FeO, 

SiO。 及び CaO SiOe Aiko MgO, Sidg, 
及び ZnOSiO。 は 
MnOSiOn, FeO.SiO2 CaO,SiO2 
® FeO SiO,, 


bustamite 
少量 
MgO.SiO。 及び ZnO. 
£2 UC MnO, 
SiOz, FeOSiO, 少量 の CaO. SiOg & 


SiO. pyroxmangite 


び MgO.SiOy, johannsenite は 主として 
MnO,Ca0.2SiOn 少量 の MgO.CaO.2SiO 2 
及び FeO.CaO.2SiO2 OMe RFR AT 
る も の な り め 。(Am. Min.. 23, 575~582, 
1938)〔 河 野 〕 


icine 朱 he #) 5341) 
BA AB} bh TS FER A © Foliation は 
BEBR KU 普通 な ら ず , TERPS Sho Aist eRe 


55/6, Yellowstone Park Gardiner 
WORMS & ZH OIG Fenner, 
CEN: 

Gardiner yoo thahic Pe CEREALS 
We S PCA S 0, FLX BCE 
BACAR, 多く の 場所 た 於 て 流 紋 岩 
SORIR NM 3 a URES ete LD CUR ( ERA 
ICA Uo BCA OIE Ait BX 
岩 素 面 の 物質 を 塊 と し て 持ち 去り 原 流 道 
Kei eA KY HARD EOERA 


DRE LC BERRY, 玄武 岩成 分 | 


(Lit BCS ICH S 去 られ , その LRT AO 
成分 は 丁度 玄武 岩 と 流 締 岩 と の 間 に 直 線 
AJIC FE SANS AHS Me Vo AWK 
BRL Mon, 2e MW FSeEwoK 
inh ake SH UMBREt SSS OO 
tBrs ERK Ye LES 必要 ある 如 
《 く 見 ゆ 。 (Bull. Geol. Soc. Am., 49, 1441 
~1483, 1938) CyB 

5577, Wyoming Jil Wind River 
Canyon Dis Gwynne, C. S. 
Wind River Canyon |CY¥S-~ 3 Bie KA 
wi bok is a, Gb, FERRIC KY Be 
Yo 本 complex Of Git ACH V, 40° 
PAC 0, 本 岩 は マゲ マタ イト , 中 
HATE a BIC 1K 活 入 せら れ , 本 地域 
の 南端 に 於 て 填 出 そり リ 。 花 答 岩 の 小岩 技 
は 圭 岩 塊 ょ り 南 に 分 布 せ り 。 比 等 の 大 部 
分 は 片岩 の foliation に 下行 か 双 は HEZB Fy 
Vo NOV AT PULP RLORTE ha kK OY 
多量 な る が , 一 般 CMH cit 系 統 的 


Wee Lio HACHBAOFLS 
Bitte (SET SRA RAM LS Leb 
ず , BRERA A 7E ig AIC 1 Y BAU AB IK 
集中 し, Brea BERNA REAL IC BE S 28 
如 Lo (Bull. Gool. Soc. Am., 49, 1417~ 
1424, 1938) 〔 河 野 〕 
5578, KEICHIFSKWROD 
Landas, KK 

筆者 は 火山 灰 の 性 質 , 噴出 時 代 , 分 解 生 
KAN CRT O— Ae att & IRLIC HE dh LE 


X OK BIC 2 DARE HEC South © 


Dakota, Nebraska, Kansas, Oklahoma, 
Texas, Louisiana, New Mexico, Colorado 
Wyoming, Montana, Nevada, Arizona, 
California, Oregon, Washington, Canada 
lia ay CPW Ee t~% V, (Bull. Am,, 
Ceram. Soc., 17, 323~325, 19389C 竹 内 
5579, 北東 Altai 地方 の 岩石 Lebedev 
A. 

本 地域 の 深成岩 は 主 ょ し て 酸 成 崖 に し 
て , FERGIE, ベ ナ ト RRA RU BIC FE 
税 岩 より 成り , 協 基 性 岩 及 RR a tk 
全く 少く MET EBC BET 6 D 2% ABLE 
Waa SAE IC TERE, BRT, ie RE 


BEC LCSRKET, ZH LIK RK 


BO ELMBICREt, Rha oResE 
と し て 中 性 岩 , BR a ic し て pea & 
Hi a RIS te 0, SA GRO Ba Id 本 
Wake ic LC BET. MBS AUS 
(HOE & 含む Paka tc UC, 結 品 

岩 は 働 力 匂 質 作用 の 産物 な り , 更に RA 
岩 及 silurian 砂岩 は 著しく Bib So ER 


Hd 54¢ 42) 


a RK Se 


綿 242 


tro (Trav. Iust. Petr. LURSS. 13 77~ 
103, 1938) CRE 

5580, Sheveluch 火山 の 岩石 Diteri- 
chs, F., Sviatlovsky, A, 

本 火山 の 南 聞 順 斜 は 角 関 安山岩 及 尊 石 
ARIE £ VIMY, 2H O IMA OME 
出 は Kamtchatka の 火山 活 勤 の 第 二 期 に 
相 應 し 現在 は 火山 の 上 部 は 更に 協 基 性 燈 
BCL Y CRBS S. LMORMUBOR 
MEER (LIL @ JE PEF fit) o> FE FO Aeve k & 
ET ARRAN OA Heo He ve HE 7 
EINK GEG © 成層 は AAG ON, 
TOM Ric BH LCE OAR te SE 
Fo (Tray. Inst. Petr, LURSS, 13, 105~ 
116, 1938) GRR? 

5581, Colorado J] Front 
Caribou 3443 Smith. W. 

Ax jg (< Boulder County の 南西 隅 に 
SHA GULLICK LZ ASE RA MA OH A 
Fr iit a, (Efi IC LA LC 時 代 は EB 
筑 三 紀 な らん, < OVI CALNIIC LT, 面 
fa) 4 PGS VY, 4 D 生 分 は BER IK 
LURBSh, Hic MEM A ey y= 
A, Oi OMA AAS. PE Ap 
Cia, +2 y QUO A) £ VY 成り , 
OWT TIA, NP SAH Sb, Haves 
EY TS SRAE BAT. SHLROME. 
KEY EO i * OMAR LAK kU RE 
成 き れ た る 複 成 岩 塊 な り と 考 へ たり 。 そ 
の 順序 は 1) WECM A, 2) HE A 
RRA, 3) Mey y=#, Or 7547 
hy S7 44 by BY YS pee eee 
に し て , Re ® EE Sk Be 
DRT) © SATE AIS (fe 0 BIC FR te BEE BE 


Range 


RLZBF & vy MENTE EG BLE IB A 
i |< filter-pressing の 作用 に 依り て 集 
積 さ れ た リ と 孝 へ ら る 。 (Am. J. S. 36, 
161~196, 1938 う < 瀬戸 〕 

5582, Azov 地域 の アル カリ SDB 
特質 Luchitzky, V. 

Se a PR FIG KA Al a D BES 
域 に て 行 ひ し 研究 に 依り 之 等 の 岩石 の 
KLE A RL Mie oR SBE 
HEE O HU ERM 0, ZHORAILY 
AN0078 i FF © TAG & cS od Nfl FI SE D> 
ITM RODE LT VU RLER TS 
V4 bit ORRNOLOEVS FLA 
iti a, FRABRA 及 Nao Ty 
GE AIL OBE DIK CBS SS 
PICWG2ZAv4 » RV yee eo 
BE SK SL SC Uk GF (LIBS IC 
アル カリ 角 准 石 多 く EL,PEAR マイ 
クロ クリ ン の 草 長 石化 作用 は 特に 著しく 
BEE LMU BM iN OBE IZ ( Ie 
(, LRHODIKRERT S40 (EdD BY 
FT, LEOR TORR HEED WR VY ZC 
RLY VR LEO Behe k YS 
MIR Ci RAOBKEBE UL 2th, 
S RARER, Tey HBSS Sep 
FTA IL LM AT Hk a A, BAR A, 44 
Nit, RE t し て NEB OAR ET 花 
fd BIS BIL S ICA] RIK Kaw AVE 
0 BE 3% Ms bY [Ht LIS WSC (x Parallelepipedal 
HIDE BY bir, この KLE 
HER (Mle ( Mich SHAS AL, 
FAVA ERY VV HRN BORE IRA IC 
Mi~S 0 C, TIC PCY AMEE VLE 
BS BMS SAIC ABEIC PSC % AH te 


> 


8k 5543) 


る も の 生 ず 。 著 者 の 結論 に 信 i れ ば 本 地域 
OT DY Bib OA te B AH © Bae is x 
OUMAR TE OTELER A: [itl 1c SALE Yk TG 

LC KARE TG © PRE i JR — a (at 
7 ALB) & IER D PEI IK ES BE Be 
2 Yo (Trav. Inst. Petr. LURSS. 13, 5~ 
19, 1938 う て 瀬戸 〕 

5583. Kolyma 地域 北東 部 の 岩石 
Vakar, V., Moldavsky,M. 

本 次 は 1933 一 1934 年 の Anuy 探検 の 
結果 より 得 た る 岩石 衣 事 に し て 先 づ 水 成 
BER, OAK LA a, DAR IK OL 
CLEA LOT ARR EA BE 
HREA BIKER, Re VER R= 
HPAL t OORT ze - 7 4 Bes 
RBS. Ca P12 LR OD = 
火山 作用 の 結果 作ら れ た る も の に し て , 
え ピ ー ラ イト の 党 成 叶 出 に 初 ま り 玲 岩 の 
OEE Hy 2 EH a ~ HER RG OLA IK KY 
CH RAC IC BEC e482 VO HMO eC 
の 火山 作用 は Kimmerian anh & #A BARR 
す 。 MARMARA Bion Ra KK 
Sta, 凝灰岩 , GA RAO'P ALA 
FAL HIBAIAS, RATIO 最初 の Ki fe 
MAERA, RUS, ARBUWG EAH 
更に 第 四 紀 の We icia Be, MIA AN 
BRECZIL PERO REA 2a 相 な 
Wig oCPray., Inst. Petr. LURSS, 13, 21~ 
77, 1938) GARR I 
5584, ARROW AIR BP AABRER 
UBBEOILERA IHL CT RE 
5.6) HMB (3.40 HHS. 

HEAR D FPS Zi TIC BAT BRS HR L 
之 を 著者 が 提示 せる ノル ム 2 村 成 分 子 の 含 


有 上 比 に て 表現 し 基 特 性 を 吟味 せる 貫 編 に 
Lc, C. Hastingsite  y G. Fluotaramite 
に 至る 。 C UPN AYVBORMOL OD 
ら 吊 性 の も の に 互 る 研究 で は 甚だ 大 切な 
FAAS B 3 a, 基 化 蛋 成 分 を 吟味 し , 他 
OPA HL © 比較 を 論じ , 猫 ESIC 
| る 言及 せり 。D. Arfvedsonite 及び riebe- 
ckite IC ME Cid, FESO data & Wyse 
STEW AB IC MOR L, WEI OA Ce 理由 
EMR L, ICBO 定義 を 新しく 提案 
aie 

E. Kataphorite jc wi 1d, ILE Waste 
7 i CB SB, 僅か 3 data に 依り て 基 特 
性 を 論 ぜ り 。 F. Taramite (CHC (LBL 
ICE SEK 分 の 比較 CL URE L OG. Fl- 
uotaramite (CHiv.-C lx alkali-pegmatite 
mineral £ LC 産 す る 特種 な アル カリ 角 
AA CHS0T, KHER DP S6AOTS 
taramite LILHRBRSLORS MEME 
0 och, 45, 641~654, 679 ~687,1938) 
CHR AG I 
5585, =Kass K20, 4 Si0e-Fe.03- 
SiOe PICMIFSS0IORRE 4TH 
5605 24%. 
5586, HFORAPICSSS ARICA 
る NaNOs 及び As. 039358 45h 
5604 2288, 
5587, 英國 Lizard 午 島 の 岩石 (<1) 


Scrivenor, J. B. 


Mullion Cove ® fy; 4 }hk lx Lizard Seires 
の 同 角 片岩 中 に 厚 さ 約 4 叶 の 豚 と し て 超 
D , Det (aE A, SRE, TR A, 方 
解 五 より 成り , 細 粒 脈 岸 に し て WAS TR 
HE NT, JE SMKRDS SIL 以上 の Hy 


#5 56(44) a AR MRK & RB 244 
JR DIRK RRA OEM & BAT Se \ 
LIC UCRA It Lizard Boundary の 南 = B 9 ik B 


ISL SS MOR RB MY te Yo ARE 
Kennack Hits の 酸性 部 な り と 老 べ へら 
. XM Boundary Fault DRG EY AE 
LIFF1bSVCH OREREG 
PrAAveEMREBT CORET TF 
A bE ERMA BK PEI HS BWA 
WRKUt Vo KIL OMRERUH 
AK HEE E ay LAE i PA TEFET Oo 
(Geol. Mag, 75, 304~308, 1938)C}R A J 
5588, 英國 Lizard $8085 (2) 
Scrivenor, J, B. 

Lizard 御 島 の 岩石 は 古き も の ょ より 新 し 
きも ゃ の に 至る 順序 は Old Lizard Head 
Series CEL A, tha A, RBA EEA) 
及び Treleague 244; Man of War hifi 
岩 ; URIS a 2 Ay Wilts Fs Se ~ Wik 
RARE S 7 x 2A b 豚 ; PERCE BE 
Wa; HAL NKR tO GAB; Ke- 
nnack 片 旋 岩 CHL SRA BR iia & 
成分 >; Kennack 7ERaic UC, Nina 

Aik DO ER Hit AAT, ry F vy 
に し て , Man of War Write 240, IK 
BAS < LAIN a eHea Man of 
War ita k AX BE NT. RANK 
BAH ita, MAG, ABE VMS} 
BRAMAN + eth MR LV yy 
5bSo ZEORAK BRA * IRD BD 
成分 は Aa ht os, HAROBEK 
KS ELBE OD DATA DFE LY % EE 
PRS at te Lk Seay (a HRS, (Geol. Mag. 
5* 385~394, 1938) CR BJ 


5589, #AKHKRED FICRIFS BARROS 
成 Hage LON 

ROMS Rigi RoR o data 及び 
SLAVIK © FER OBE PFE EBA RR LY ERE 
Lc, Michigan の 自然 銅 及び 紫 に 類する 
BRR (E 100° 以上 座ら く は 2009 YW bic 
於 ける ナチ ナトリウム, カル シウム 及び 載 化 
物 に 富み 鐵 及 び 硫 化物 に 逐 し き 負 の 深 液 
の 冷却 た に ょ り 生 成せ る も の な り と な を そ 
Yo PROGR 6 RSH Lat 
ば 1) Se SS MEK EER @ TE HED B Ze 
BICC, ME FV A, RIB bY 2 
BF b VY 2, tb pre yw 2, RU 
酸化 炭素 の 溶液 に た 夫々 200° Brv3002% ic 
て 浴 解 し , 冷 却 に ょ り 自 然 銅 を 生成 す 。 
(2) LHOYS, BIAS 存在 すれ ば Hea 
Bt ARMAS, 4h re ナトリウム YARD b 
VOT o (3) 同様 の 溶液 の 室温 に 於 いで 
は datolite, prehnite 及び apophyllite か 
Bid, 酸化 久 及 び 炭酸 銅 を 生じ 自然 銅 は 
生成 を ず 。 () 例 属 銀 は 炭酸 ナトリウム 
及び 炭酸 カル シウム 深 液 に 夫々 300° 及 
び 200° CHIT, PAIS tik 自然 銀 を 上 成 
生 す 。 (Econ. Geol., 33, 522~541,1938) 
CAR AGI 
5590, REE REO ORME MICWS 3h 
係 の 富 験 研究 Hewitt., R. L., Schwartr, 
G.M. 

Wit = 7 7 - BR Cpentlandite) は 450°C 
DES CER VERB RE KL, BE 
800°C CAL CREST I, RETO 
粒 界 に 治 ひ て 再び 分 裂 し , 更に thbo 


#245 抄 


H&K #2 5749) 


肉 部 に は , ALTRI ORE & Hy 

BE SAARI 800°C). _ EIS CREE BRI & YS 
DL, それら の 相互 の 反 應 に より Res 
Cchalcopyrrhotite) を 生じ , 磁 硫 鐵 確 の 
JAE] OS SHOR & AMD & Seve MT 

DiC RSA It, 600:C PL bic CHES 
TREAD DE, ZERPHSLIEHU DB 
L, ere BBE IC REF RIS ATA Ho 

Fi SBE L ORAIR & (a PHS: FeS=71 : 
29 の 上 比 に て -T65°~775°C offic c SER 
BiZAT o 

TAREE DR £ RoE Ht (2% O ah kV 
Ha in BARA @ 生 せ ず 。 

REDMON, HATER U FED 各 小 結 
品 は それ ら の 昇華 作用 に より て 洪 ら ちる 。 
(Proce, Geol. Soc, Am. 1937, 87, 1938) 
CHEB BS) | 
5591, Montana ji] Hughesville の 
Block P #WwsjOHE, Spiroff K. 

AR A, AA aLRt, DR RU SE AEB 
FRE URNA OBERUBGA ODMH 
WAL FM SLO V, 即ち , ABR 
は Little Belt jor IRA PICHA® 3 
injection の 一 つ な る Syeniteporphyry 中 
KE), BOGREIE ICR IC, EK, 方 
SAO, PRESSOR OSB Ze 生成 せる も 
の に し て , Shear 及び tensional m BLHe 7s 
境内 に 見 られ , Bett し , MIR ELEN Vo 
銀 の 多く は , MERCY vO, MPT 
は 銀 を 含む 太 物 の 主要 な る も の な り リ 。 

(Econ. Geol., 33, 554~567 CARTE) 
5592, RANBWMALPH, 会 ング ケス テン 
GEER Kerr, P. F. 


PRIA & Ee MH IRER IS ROTC 


a We 
) 22 AGRE BIEMIC Ba ペ マグマ 
ZA PBOSOIMLCELELCH 
MERHE FL, 72 OST b RO REET 
と 共生 す 。 
2) ARG E PRL L * wR eb 
HEL F BMW DORIC Vy AARERML 
XD FBO SME EH (2 MH © TES 
代表 す と 認め ちる 。 (Proc. Geol, 
Soc. Am. 92, 1937, 1938)C e328) 
5593, LEA FY IDSRBHOROA 
Krieger,: P. 

従来 主として Supergene 4 Ot Mid 
れ た る Sierra Madre 地方 の 銀 に 豊富 な 
STIR O 自然 銀 を 研究 せる 結果 , その 
多く が が Ni RU Co Ofte etErnu, 
Cabalt 地方 その 他 に HS-c i ¢ hypogene 
EMD bo. %OCIMISEMV, 一 方 
BE ELORURO BLL, EL L 硫化 銀 及び 硫 協 
SBIR & LC Hd, Sh, MSN OBE IC FE 
な ひ , 多く は FS AIR Ge BRB IC BY 
WIC BE Ly 稀 に ASR ARCA PIC 産 す 
る も の る も , PAM WEIR EA To 
(Proc, Geol. Soc. Am, 1937, 94, 1938) 
CYR 8S 3 
5594, Batesvill 地方 の マン ガン 硫 床 
Miser, H. D., Hewett, DE 
T-DYVAMAS IO ~ vy Hy Bis 
E@c#ecc Fernvale MIKA oO Meh 
chip k 0 Be Sas, 1928 AYA, cos 
灰 岩 層 の 上 部 に 於 て , BRALICB pic レン 
KURI IPAES B PRIX v WY BEY A 
TUM SIMIC BL, ORS ols 


bementite, neotocite の 多量 と , SLO KEK 


iL 5846) 


a Ft Ti ty OR OR AB 


#@ 246 


Bi, SK, WA RU RA RIED, そ 
D RAS GE * BBL 開 係 すれ ど も , Bic 
Fernvale GIR AG 'BICM られ , NoAR 
pen る 所 に 常に 多少 の マ YY RAT AL 
ば , Tak Khe Zw RES Hr &, Wey 
成分 上 熱 水 性 起源 を 信 ぜ しめ, その 源 は 
不明 な り 。 (Proc. Geol, Soc, Am, 1937, 

100101, 1938 Ces BS) 

5595, Utah ji] Drum WOvY HAVER 
床 。 Cullaghan, E, 

ATK + y Wy WEI FLO WERE IC & 
(HSM Bry Hy BEIMICIEF UC 
BT Y Wy Mets 0 6 fii * o Datag. BDHES 
FSI, ee 上昇 通 路 と し た る Bic 
よる 交代 硫 床 に た し て , BRIA 先 づ 細 粒 の 
AIBA iL HI A & AR し 細 粒 の 灰色 姜 
マン ガン 太 を 生成 しめ 同 時 及 宇 移 後 れ 
CORO TK, MEE, AS, HAA, 
IK, PARSE & PEW U, 基 後 fal % 
te < WERE ~ yoo y RIX AWE & tr FH ENR & 
な り , SIC CHR Bw ay 深 液 
BBM LADY HY PREAH OR 
LHI YE RAS BE TE © IR fa 38 SY FY OR 
の Leaching に 依り 生じ た る か な か, 深部 の 本 
源 よ り 上 昇 せ そる も の な り を は 不明 な り 。 
MYTH D238 XY Fy BRO PRE RLIC (RAE 
灰色 の も ゃ の は 桃色 の % の ょ り , 不 深 解 の 
不純 物 , HE ICE も 多く , CaCOg 及び 
MgCOz も 多い 。 然し MnCO。 及び Fe 
COs Ka&Z ECGS 508~ 
521, 1938) (48 FB) 

5596, Utah ji] Bull Valley 及び Iron 
Spring MAICMIFSSRORA 
Wells. Fi. 2G, 


Pid Jil, a 2 — Ae hb A, DEA 及び BE 2 tate 
を 詳 述 せる 後 , 基 成 因 を 考察 せり 。 即ち 
本 硫 床 は 接 愉 変 代 硫 床 に し て , 黒雲 母 モ 
YYF4PRHABORAKCELVECE ZR 
Hyd 5, EMD PIC 於 ける RRO PH we 
少 に 因り , FeCls £7 ME HALL, HB 
CASE & ARERR & TUL, RSE MSE 
D AIR G BIG VS Gas emanation © 
UBL , BOMYRABIC C 生成 そる る ゃ の 
な り 。 (Econ. Geol., 33, 477~507, 1938) 
CAR AG ) 

5597, YE PE Monserrat 2355 
Ahlfeld, F. 

Monserrat #E pA Ve TF VERE it SB 
TRG AWS 2 PALIC BB Poop’o に あり aA 
WHA PBF Ry MOMMA LV tev, 
TOW ICG MIRA FAEF S%DOIC LT, 
Wat L CEM AE OR AR BEAD 
23 TRIRO A Kicou Cito ORE 「 
BE ~ 5 Av. BIA Koo WE Is Wika HD 
に 位 し , DEEROK, (LSAT, DE MLOR MR, wea 
URE D HE Pe He ORE RFR Y OICL 
て , BIO A RAYNE 脈 の 中 央 部 に あり 
て , Ai, Teallit (Pb Sn Se), eet an gn ge 
FESR, Francket (PbsSn3Fe Sb 2S14) 4 
OTE ARS te Vo OA ABEIRIC Lc 
22 Te) 5 1 ME MONE IS 見 られ , 3 ie 
HAPABIC L VY TRINH SBSSY, NM 
全く 最後 の 生成 物 と し て Beek, 1 ebaR 
の 表面 見 られ る 事 あ り 。 HHA = OMT 
の 成因 に 開 し て Herzenberg の コロ Pas 
KEK DE BR SACRO VBS 
硫化 アル カリ の 溶液 中 に 含ま れ た Ba 
Pete = 1, BBL eV, Bic vn と な り て 


#8 247 pb 


8K 抄 59C47) 


X OWE OVER IC LY CER & AE 
ずる と いふ 。 (Z. prakt. Geol. 46, 71~75, 
193804445) 

5598, Bialitet BB e DH String- 
hom, B. 

Utah }] West Tintic 地方 の Old Scotra 
DEW IC KS Cs, TRALEE L Shc EE BE 
Fo ZERT S [CB MRS EA TR & Bk 
EER L, TKO AE Bic BEL, 4D 
$B ICY U CScordite & AEH 6 (17 4 AA 
(£% OPA UB ICH L, Scordite より 後 の 
AIDS Se HE, BR ZOOL 
成因 は 酸化 烈 し きた あめ 明 な ら ず 。 (Proc. 
Geol. Soc. Am, 1937, 253~254, 1938) 
CURE 83) 

5599, MRS LBS Shows 
Sales, R, 

Spurr OPiS Ore Magma wo Pic 
Bi Lim BS Vo ZaMmpet XV LIZ BP 
KES SBA KADY LB Vo 

Lindgren, Spurr SEC HEIR t GSB OW 
LP) C/AER SIS HLHV, RMB 
り て 生成 さき れる 事 も ある 事 を 看過 せり 。 
A tt 
SF SIC 1S, FEO, HW LIC BARS 3 SEP Ze 
$& 2 [elit & ee HIER KEM, & 
I< PEER SE IC PST D HFE DS FR IL ES 

ず 。 TEICBR ERIC BA LEE A © th 2tt & — 
FE BIIES S WBED Vo DW Nba Ay HEC SE 
WBS AS SIH eS AM Yo 
(Econ, , 239-~250, 1938) 


CHR AG 


ベ べから 


Geol., 33 


BAB kB 


5600, BAwmBicRT RMB, 
理 谷 油田 は 加茂 油田 の 南 , HL 
束 に 位 し , BAN Mba & 主 と す る も の な 
Yo Mbt © HWS HEA, PUR, Ape 
He, RVR LV te}, 本 地域 に Wit S 
Be re ss 
BRM PEAR RE RST EMICL TC, HEB 
JRE © Eablet HERE TE ACW it 
% OIC Le SOV 5 MUbk 
に は 梅野 伺 , HA, EPA, LER び 久志 
DIB Ped 0, LL PRA PALO 
FI ARI R URUK OM ILS % oO 
70 o BABAR VU ie IS Rhos FATE FA IC 
PE CH BBE te 3 faite 5 
DEC BAS WS 4 OIC LUT, RS FBI 
io Ruedae So eae TEE 
技 6, 847~352, 19380 A 4x3 

5601, AFFSSHROBIARU ES 
Postley, O. C. 

New Jersey より Florida (C23 KH 

FELIS HS 3S BUR ih © wT HEME 

OE NE 
CHG SF Wiel AH ERO IEE 
SLY WIC A BARR IC tus 
CE Vo 今日 迄 の 結果 に 於 て は 常 地 域 に 
PS CHER ts & SL S EB FO 
A BRU = Acie OME TH tL 
C HBS Dat SYRHEIK LT HOBIE 
WARK VTLS &,2HO BSL 大 な ら ざ 


C an 


る も の な り 。 然るに た に Georgia の 南東 部 
Florida の 南部 に た 於 て は その 堆積 相良 好 


に 展 で その | BS b 相 営 に REL OE 


抄 60-48) 


a ti TR OD TR OR 
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Vict, = Opp hte yc Bh Lae te > a & 
%4 Diz 0, (B. Am. A. Petrl. Geol., 22, 
799 ~815, 1938)CAAD 
5602, Differential Settling Rich, 
Page 

vy ARR ASA Ae & Sec Heme L 
Ya TENCE TL EAT @ WR AE HSE IC 
KV CREP te S RHEE AS AE Re SS 
も の な り 。 こ の 法則 は Kanas 油田 の ch- 
annel 及び offshore-bar oOvy xia le 
(Cys CRRA EU REA SNS LO 
な り 。 然るに この 法則 を 應 用 する 場合 に | 
leak HM te S HLF HE & RS Se BEL 
L, 他 の 原因 に ょ る 同様 な る AMEE [RH 
し 得 ざ る 場合 が 屋 え ある も の な り 。 柄 し 
TIWFZSIC HST EPR eS RIE BS WI WE Ve 
在 し 時 つ 油 層 上 部 に も レン ズ 革 砂層 が 存 
FES SARUM eV COVEN ICH 
いて は , 人 告 多 敷 の 研究 を BAT SL 
VB. AmASRetri Geol., 22, 823~ 
33, 1988)C AAD 
5603, 石油 集中 の 時 代 Herold, S.C. 
Avil eB © AIO) fi Bt HE A GL HS 
な る 開 係 を 有する も の な り 。 例 へ ば 不 
整合 は 石油 の 移動 及び 集中 の 時 期 に 将 し 
RM OES BSS % OVS I L THE 
ACIS k Bh LMR & WB ic timo se 
中 は 特別 な る 環境 の 下 に 於 て 行 は れ た る 
LDLEB~bSo 石油 集中 は 2 っ つの 時 代 
に 大 別 せ られ , そ の 一 つろ は 新生 代 と 他 に は 
古生代 な り 。 後者 に 属す る も の は Texas 
の 北部 ょ より Ontario ic Wh bar, HH Ms 
CWS 3 AY @ & Herp x Ordovician 


及 Permian AEE © > yh bh eR Qs erosion 或 | 


は subsidence を ざる WRK FF lkdive B 
が 明 に し て , 右 油 は barren anticline, 
terrace に 贅 見 せら れ 新 し き 構 造 に は 件 は 
ざる も の な りり 2 (B. Am, A. Petrl, Geol. 
22, 834—851, 1938〔 AAI 


REED 


5604, WOME IOS SRBCNT 
る NaNO3 及び Asz2O3 O33@ Bes- 
borodov, M. A., Zavjalsy, N. D., Lade, 
T. A., Minkin, G. M. 

ee E (EATS IK Bt SBE 及び Na 
NOx 並び に Na ,COg ょ と 共に 加熱 せる 
際 に 於 ける Ass2Os OFF AK HM CHES 
Yo WAG CHAS SHRIKE As ぅ 03s 
の 完全 な る 無 化 は 300° 以下 に 生 ず れ で ど 
%, 次 解 隆 砥 素 化 合 物 は NaNOg と 加熱 


する 場合 に は 600° ic, NasgCOs と の 場 7 


合 に は 500? に 加熱 する 際 に 生成 され た 


yo。 NaNOg gs S10,275%, CaO 10% Ru 


Na,O 15% te SHAT EAT SH HES 
れ た る 調合 物 の 一 成分 な る 場合 に は , AB 
FA BIR IRE VE 800°C に て 極め て 促進 され 
展 碗 子 の 存在 する 場合 も 同様 な り 。 一 般 


| (CB S THEMED NaOH は 400° 方 至 8009 


に 加熱 され た る 三成 分 調合 物 に 生 ず 。 選 


| 碗 子 の み 存 在 す る 場合 に は 三成 分 Na 。O- 
| CaO-SiO» 調合 物 に 於 ける 反 應 を 促進 を 


し め た り VY.。 (Jour. Glass, Tech. 22, 218~ 
234, 1938) CRE) 


(5605, 三成 分 系 KO, 4Si02-Fe203- 


Si02 PICMIFSRIRORAS Faust, 
G. T, Peck, A. B, 


三成 分 系 K20. 4SiO 2-Fe20 3-SiO » の 


線 249 $b 


8% #61049) 


BARGE CARRE IC KY CHEE L380 ORE 
FYI WE CPS HRIEIC kV CM PFAE ES 

Yo % OFM HABE) te d ik K20. 7 
SiO。 HOMO 1.438 に し て で, 最大 な る は 
Fe20s 32.3% 含有 する 含 鐵 量 最大 の も 
の に し て 1.621 の 値 を 示せ りり 。 Kz20.4 
SiOy, K,0.58i0g, Ke0.6Si051K 207 
SiOe OUR IC HC LDR の 含 鐵 量 
& < OUR BOB te is WD dic SAY te 
ys (Jour. Am. Ceram, Soc., 21, 320~ 
324, 1938) C47 I 
5605, RRAOSRBRERAE LTO 
PEEF Steven, F. J. 

#206 4 Cpyrophyllite, AlgO3- 4SiO.,- 
H29) ORES © EUR & LC 9 fA ih 
LED 3 Fos 機械 的 抵抗 誘電 力 Cdielectric 
strength), a tH (dielectric constant), 
Jee, SILA CHAS 行 ひ 磁 妖 及び 
石鹸 石 と 比較 を そり 。 TORR Ke 
用 に 開 し て は 磁 衝 に 優れ どる も 石鹸 石 に 此 
し 劣る る の な り el(Jour. Am. Ceram. Soc.. 
21, 330~331, 1938 う C 往 内 〕 

5607, PORkESRRISHET 熊 洋 治郎 吉 。 

欧 引導 原料 と し て 比較 的 良好 な る 試験 
TBE TKS %OOBMIC HE CHE Me 3 
も の な り リ 。 

1) BPM eT AIL PARAS 
WES LE) 産出 する も ゃ の に し て , B 
土 分 562 以 上 含有 する 事 が 特徴 な り 。 従 
DC iit HES « , 耐火 鹿 栓 定 の 結果 は S. 
K. 40 肉 外 な り 。 

C2) INR i ABRIL TT SH 
Sti tid CHUL, 分 析 結 果 に Kilt 
Ai DOM A VS PEP PIS Fa Le (EY Ze 


mio ZeHKICT S. K. 8 Ris TAR 
VEAP ay & UEC CPB ILIA & ds CHG BAT 
OK, Aft 時 する を 以 て AKUWARH 
に 供用 し 得 ら る 。 

(3) AGA ATMA ABS kV 
ES SMSBe ATIC Ut, 分 析 結 果 に 
Kris kikowMe TiC MUWF, = © BAR 
SHAMS EUL MBH ez, 他 の 原 
料 の 混合 を 必要 と す 。 

(4 Sea Pris CALA AB AY 
字 下 三光 より 産出 す 。 MIRA e Lc 
は 長石 より 箱 強 く , この 代用 と し て HE 
!ZVo 

(5) 長野 長 右 RUM EA RN 
LUET, HMR Mote db, 圭 
MB EBT BUC, FEM AR UCM: 
DW BE (EAE Fi ANE IA し 
アル カリ 分 は 天草 石 よ り る 多く, WWE 
右 に 近 き が 如 し 。 ABIC LT, iB 
S. K. 15 番 強 な り 。 て ( 窒 業 協 人 凛 誌 6, 140 
~142, 1A #13 ECR 
5608, BUY FEBS ICHAT SUACVD 
由 内 俊 吉 。 

oe (i FeIC Al2Os/Fe30a( 分 子 比 )= 
1 な る CaO-Al,O3-Fex03 Kic HST ld, 
4CaO: AlgO3:Fa2,03 を 境 と し て CaO 
ape MLAS SHE, 4 OULD 叉 は H 
加 に 伴 ひ て 4CaO; AlgOg:FeoO3 ょ り 
TR UBYA JE @ [BJ YARS & HEF S SEIS WET Ht 
た り 。 本 報 に 於 て は 更に BCaCOg : Alg 
Og: FegO3, 3.5CaCOg : Al203: FegOg, 
4CaCO3: Al203 : FeoOg, 4.5 CaCOg: 
AloOx : FegO3, 5CaCOg : AlgOs : Feo 
Og, 6CaCOg: Al203: FegOs, 7CaCOz: 


抄 62050) 


a A MD TR OK 


綿 251) 


Al, Og : FegOx, 10CaCOg : AlnO3: Fes | 
O3 の 各 調 合 物 を 焼成 し て , OA E | 
X PRU ABM CRG, CORR 
に 依 れ ば 燈 融 物 に 於 て は AlgO3/Fe, Og 
=1 te SRicHT, MX 4Ca0: Al,Og: 
Fe20s Aime KURA © YAR IC LT, fA 
盗 物 は その 焼成 湿度 に 依り 生成 物 多少 相 
HL, 燈 融 物 の 場合 の 如く , 4CaO:Al203; | 
FeoO3; を 境 と し て 混 深 庶 の 諾 減 す る 事 | 
認め ちら れず 。 高石 灰 CaO-Al2O』-FesO3 
系 試料 中 に SiO2g を 添 加 し て 焼成 せる も | 
の に 於 て は 添加 せ ざ る 場合 の も ゃ も の に 比 し 
その 中 に 存在 す BK EG Pk Xie Hk 
化 を 認め ず 。 こ の 場合 に は 海 離 石灰 は Si 
Oo LEAL. SiO, £ CA ORIEL 
3CaO- SiO2, 2CaO-. SiO, 叉 は 時 に CaO, 
SiOn &/EMT, (eH 
20, AF 13 4D CKD 


石 


5609, 20 北 支 炭 の 和 性質, 特に 其 コ ー 
DAMMIT FMW, FN 

_ HLM, BAB, "PSR, AEF, JERE © BAG PEIK 
BLE, ROMBE TOR oR, nr ds 2 
ー ク ス 吾 ! 造 原料 と し て 極め て 優良 な る を 
知れ り 。 Bb, KRS 装置 を 用 ひ , 加熱 に 
LSA, ARM, Nhe, WAR, AGREE 
$F OBR ES HBL LC A HPAES Law, 
pia — 7 7K ERD, L, R-Fr ~ | 
y SEE ER L CBU RE ABO F | 
CREB D> 5 tA SRC Ss Re t 
HR IS PV CHE SLRs 720 | 
WAS 2 RD eV COBH aE 191, 1938) 


1 op Sk 


A 
bata 49, 12~ 


ots 


Ke 
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5610, 1937 年 の 世界 石炭 産 額 , 
Reichskshlenrat 492 © 77 joe WHAT 
は 世界 の 多 シ 敷 の 統計 を 掲載 , Were BEG A 


| 及び 波 貢 の 坪 ヶ 國 に 引 て は 特に 詳細 を 極 


, Kit CH Dr, メキ シュ 及び 南 
米 に 分 ち , 南米 は 更に 小 別 さ きれ, MAMAS 
15 ヶ 園 を 含み , Mp HA halt 7, 太 洋 洲 は 2 
に 万 分 され 、 基 外 A lel Ze 9 HE VEST 
ある 。 WICK NIE AK ~ WIC EGE Oh 
産出 高 は 1986 年 に 比 し 著しく 増進 し 1, 
288,400,000 Ril t s5. BC 41929 年 以来 
の 最高 部 鉄 で ある 。 Ld LU RVR aS 
19298 1c Hk DT BRE AL SIS 
反し , BOK A hn (LE EEC, Ag A 
BE (S JEM te EH CL VY, 144,100,000 Ri と 
推定 ミ きれ, ZAispk UQ—- TAR Ss 
( , HEAR ICS SFE CHSOKo 

Cron & Coal Trades Review, June 7, 
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5611, 三波 川 結晶 片岩 中 に 産 せ る 有 了 乳 虫 
の 化石 藤本 治 義 

FG TER RRR ABE LEA Se) © Fie I Fe RE 
ED BERR Ei OILH) 700m の 三波 川 系 中 
部 に 属す る 線 色 片 岩 忠 に 挟ま れる 赤 鐵 片 
岩上 に 位 す る 絹 雲 母 片 岩 の 一 部 に レンズ 
RoOAREGAMS 0, ATO HEIs 10 
CRS VEL し て COMA, MIC 赤 鐵 片 
岩 中 に 存在 し , その 性 質 ょ くす PRE O y 
の に 着 し , 少 く と も 中 生 代 の も の に し て jj 
三波 川 系 結 品 片 妊 ま た 同 紀 の も の と 認め 
ら る ゝ に 至れ すり (Proc. Imp, Acad. 14, 


| 252~254, 1938)C 渡 邊 高 〕 


PERETA 
ill 2 15 HAG Fit BK Be EB PS 
DEA ARR KS 
ARR TM SB Rie 
pp 届 者 
WME HAR GET AE HL 
ge KR fF 


印 届 所 
(2s TH ewe TA ae Hb 
HE dk EY il RK A ith 
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+e a OT BR) TR GE BB 8 BE 
* @ @ &@ 
2 tt # hh 衣 
BSRihit eR BH 純一 坪井 誠 太 耶 
鈴木 BE 伊藤 Ail 
EB=E 瀬戸 BR BH = ff 高根 RF 
ff 2= ft A RRS 
本 @ & (fa) 
伊木 BR AR 富松 ER MK ADIN Be 大 井上 義 近 
AW 5X 片山 2 金原 1828 加藤 武夫 木下 uk 
木村 NEB OfEJNARRER A CARTE ORE 
立岩 fe FAB ae tea FEE TH 2 Ae RL hE ARG 
野田 勢 次 郎 原田 EF fH S 藤村 =—- fee Re 
保科 正昭 As A ARS, 松本 唯一 松山 SESE 松原 厚 
Ft hig. z Bj Wo 孝三 由 田 eae 山根 SR 
AEE MIS (F 5) 
KK 茂一 河野 HE BOKER RA AG Be 純一 
MA Be 高根 RAI 中 野 AR FRAG HEA EES 待 場 5B 
pas geez II KE= PEP2 EERE 8 YER OTA 
Ae 入 含 申込 所 
ia a oT keer 
昭和 士 三 年 十 一 月 一 BBs HAS De Po WR 
BR Big 


ae & 根 BF 


qh 2 wh Bl 
1 eek sh eI 
GREW 1 5 番 ) 
Site TA 5 
(振替 東京 2 7 a 


er Et 
co Te wae 
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